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章

まえがき

『 リ リース  ノート 』 へよ う こそ。 このマニュアルの他に、 以下のリ ソースも活用
されるこ とをお勧めします。

オンライン  マニュアルの参照 BEA 製品マニュアルは、BEA 社の Web サイ トで
公開しています。 BEA Home ページで [製品のドキュ メン ト ] リ ンクをク リ ッ ク
するか、 「e-docs」 製品ドキュ メン ト  ページ (http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/) に
直接アクセスして ください。

マニュアルについてのフ ィードバッ ク BEA WebLogic Portal マニュアルについ
てのフ ィードバッ クをお寄せください。 ご質問やコ メン トがあれば、 電子メール
で docsupport-jp@bea.com までお送り ください。 なお、 お送りいただく電子
メールには、 WebLogic Portal バージ ョ ン 7.0 Service Pack 4 のマニュアルをお使
いであるこ とを明記して ください。

BEA WebSUPPORT への連絡  このバージ ョ ンの WebLogic Portal について質
問がある場合や WebLogic Portal のインス トールや実行に問題がある場合は、
BEA WebSUPPORT (http://support.bea.com/welcome.jsp) を通じて BEA カスタ
マ サポートにご連絡ください。
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章

リ リース ノート  : リリース 7.0
Service Pack 4

リ リース  7.0 をインス トールして使用する前に、 以下の情報を確認して くださ
い。

新機能

移行についての情報

インス トール

データベースのコンフ ィグレーシ ョ ンに関して必要な変更

統合されている製品の使用に関する注意

サポート対象のプラ ッ ト フォームについての参照情報

解決された制限事項

7.0 において確認されている制限事項とその回避策

その他の注意事項

新機能

WebLogic Portal アプリ ケーシ ョ ンの実行用にコンフ ィグレーシ ョ ンされたド メ
インをコンフ ィグレーシ ョ ンして、WebLogic Server 7.0 で導入された WebLogic 
セキュ リ ティ  サービスを使用できるよ うにな り ました。 複数の認証プロバイダ
を使用できますが、 特定の管理作業は単一プロバイダに制限されます。 詳細につ
いては、「Switching to a WebLogic 7.0 Security Framework Security Realm」 を参照
して ください。
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移行についての情報

WebLogic Platform 7.0 Service Pack 4 には、Platform 7.0 のすべてのコンポーネン
ト  (WebLogic Server、 WebLogic Workshop、 WebLogic Integration、 WebLogic 
Portal、 および WebLogic JRockit) の更新用サービス  パッ クが組み込まれていま
す。 Platform 7.0 Service Pack 4 は、 Platform 7.0 Service Pack 2 以降にリ リースさ
れた、 最初の完全版 Platform サービス  パッ クです (WebLogic Server 7.0 Service 
Pack 3 は、 WebLogic Server と  WebLogic Workshop で利用できますが、
WebLogic Platform のユーザはサポート していません )。 

Service Pack 3 のアップグレード  インス トールでは、既存の WebLogic Integration 
7.0、 WebLogic Portal 7.0、 または完全版 WebLogic Platform 7.0 のインス トール
環境に Service Pack 3 を適用できません。WebLogic Platform 7.0 Service Pack 4 を
使用して、 WebLogic Platform 7.0 の全コンポーネン ト を更新するこ と もできま
す。

旧バージ ョ ンの製品を使用して開発したアプリ ケーシ ョ ンがある場合、 リ リース  
7.0 よ り前のデータおよびカスタマイズを リ リース  7.0、 7.0 Service Pack 1、 7.0 
Service Pack 2、 7.0 Service Pack 4 のインス トール環境で利用可能にするには、
『移行ガイ ド』 
(http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/platform/docs70/interm/migrate.html) を参照して
ください。

インストール

WebLogic Portal 7.0、 7.0 Service Pack 1、 7.0 Service Pack 2、 および 7.0 Service 
Pack 4 のインス トール方法については、 『インス トール ガイ ド』 
(http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/platform/docs70/install/index.html) を参照して く
ださい。
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データベースのコンフ ィグレーシ ョ ンに関
して必要な変更

データベースのコンフ ィグレーシ ョ ンに関する考慮事項については、 『管理者ガ
イ ド』 (http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wlp/docs70/admin/index.htm) の 「システム
管理」 を参照して ください。

統合されている製品の使用に関する注意

サード  パーティ製のソフ ト ウェア、 サービス、 およびアプリ ケーシ ョ ンに接続
し、 その動作環境下で WebLogic Portal を使用する場合は、 すべてユーザ自身の
責任において行う ものと します。 BEA Systems 社は、 このよ う なソフ ト ウェア、
サービス、 およびアプリ ケーシ ョ ンの動作、 精度、 および結果に対して、 いかな
る義務および責任も負いません。

サポート対象のプラッ ト フォームについて
の参照情報

サポート対象のハード ウェアと ソフ ト ウェアのプラ ッ ト フォーム、 およびそれに
関連する動作保証については、 『サポート対象プラ ッ ト フォーム』 
(http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/platform/docs70/support/index.html) を参照してく
ださい。 新しいプラ ッ ト フォームの動作確認が完了する と、 この情報は更新され
ます。 最新の情報を確実に表示するには、 ブラウザのキャ ッシュを更新する必要
があ り ます。 ファ イルの最終更新日は、 ブラウザ ウ ィンド ウのタイ トル バーに
表示されます。
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解決された制限事項

この節では、WebLogic Portal 7.0、 7.0 Service Pack 1、 7.0 Service Pack 2、および 
7.0 Service Pack 4 で解決された確認済み制限事項について説明します。 詳細につ
いては、 以下の節を参照してください。

7.0 Service Pack 4 で解決された制限事項

7.0 Service Pack 2 で解決された制限事項

7.0 Service Pack 1 で解決された制限事項

7.0 で解決された制限事項

7.0 Service Pack 4 で解決された制限事項
この節では、 WebLogic Portal の旧バージ ョ ンで確認されていた制限事項のうち、
7.0 Service Pack 4 で解決されたものについて説明します。

 

CR 番号 解説

CR063334 AIX で JIT を有効にして顧客プロファイルを作成する と コア ダンプが発生する。

CR079085 サーバの起動直後に多くのク ライアン トがポータル Web アプリ ケーシ ョ ンにペー
ジ リ クエス ト を送信する と、 JVM がク ラ ッシュする。

CR080079 ルール セッ トのないド メ インに対して RuleSetNotFoundException が送出され
る。

CR080278 グループを選択しないで sampleportal ログインする とエラーが発生する。 

CR080752 Migration Viewer を起動するためのスク リプ ト  (viewer.sh) にエラーがある。

CR082770 グループを選択しないで sampleportal ログインする とエラーが発生する。
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7.0 Service Pack 2 で解決された制限事項
この節では、 WebLogic Portal の旧バージ ョ ンで確認されていた制限事項のうち、
7.0 Service Pack 2 で解決されたものについて説明します。

 

CR087498 filerealm.properties commercePool または customPool を WebLogic Portal 4.0 から  
WebLogic Portal 7.0、7.0 Service Pack 1、7.0 Service Pack 2、または 7.0 Service Pack 
4 に移行する と、 「java.sql.SQLException: weblogic.common.ResourceException: 
Access not allowed」 とい うエラー メ ッセージが表示される。

CR090608 新規に作成した割引のデータ同期を行う と、 DiscountParsingException が送出
される。 

CR095079 「CreateManagedConnection Error: SQL Exception: No suitable driver」

CR095121 Sybase で sampleportal SQLException が発生する。

CR096076 ポート レッ トで複数の Webflow ネームスペースを使用できない。

CR097829 Portal Wizard で作成した web.xml ファ イルが不正であるために 
SAXParseException が発生する。

CR098629 ポータル アプリ ケーシ ョ ンを ear ファ イルと してデプロイする と、 それ以降、
WebLogic Server 6.1 コンソールで application-config.xml を変更できない。

CR101849 WebLogic Portal の今回のリ リースでは、 WebLogic Server 7.0 セキュ リ ティ  フレー
ムワークのサポート を実現。

CR 番号 解説

CR 番号 解説

CR76471 ポータル キャ ッシュへの並行アクセスによ り、
java.lang.NullPointerException が発生する。

CR78752、
CR62867

NT でネイティブ IO を使用する と  Socket Muxer の問題が発生する。
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7.0 Service Pack 1 で解決された制限事項
この節では、 WebLogic Portal の旧バージ ョ ンで確認されていた制限事項のうち、
7.0 Service Pack 1 で解決されたものについて説明します。

 

CR78912、
CR82903

Portlet Wizard に壊れた リ ンクがある。

CR79828 baseportal Web アプリ ケーシ ョ ンが、 すべてのポータル サービス用に完全にコン
フ ィグレーシ ョ ンされてはいない。

CR80390 「モジュールを追加できない」 という メ ッセージで、 ホッ ト  デプロイが失敗する。

CR81677 データソースを対象外にしてから再び対象にするこ とができない。

CR83798 E-Business Control Center で新しいプロジェク トのポータルを編集できない。

CR84173 データの同期が完了しても、 データ同期の進行を示すバーの表示が 100% にならな
い。

CR85808 ポータル Web アプリ ケーシ ョ ンを  Platform ド メ インにホッ ト  デプロイできない。

CR 番号 解説

CR 番号 解説

CR45118 weblogic.utils.AssertionError でサーバが終了する。

CR70035 WebLogic Portal Console 拡張機能が、WebLogic Server Console の言語設定を使用し
ない。

CR73489 データ同期中に、 マルチバイ ト文字セッ トのデータで PointBase がハングする。

CR76775 国際化用のタグで、 更新された リ ソース  バンドル ファ イルを検出しなければなら
ない。

CR77469 マルチバイ ト文字セッ ト  データを含むグループ ポータル名が正し く表示されない。

CR77971 マルチバイ ト文字セッ ト  データが、 Portal Wizard で正し く処理されない。
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7.0 で解決された制限事項
この節では、 WebLogic Portal の旧バージ ョ ンで確認されていた制限事項のうち、
7.0 で解決されたものについて説明します。

 

CR78590 マルチバイ ト文字セッ ト  データを含むポート レッ ト名が、 正し く コード化されな
い。

CR79145 Webflow のネームスペースで、 マルチバイ ト文字セッ ト  データを使用できない。

CR79160 ポータル ページ名に、 マルチバイ ト文字セッ ト  データを使用できない。

CR79175 <i18n:getMessage> タグが、 <i18n:localize> タグで設定されたデフォルト言語を使用
しない。

CR79208 ポート レッ ト名に各国語文字を使用する と、 ポート レッ トのアイコン URL で問題
が発生する。

CR79502 ポート レッ ト名にマルチバイ ト文字セッ ト  データを使用する と、 アイコンが正し く
表示されない。

CR79512 統計を生成 (create_stats) する際に、 create_db で問題が発生する。

CR79578 configjca が、 Oracle に対して正し くないド ライブ名をエコーする。

CR80231 ポート レッ ト名にマルチバイ ト文字セッ ト  データが使用されている と、 ポート レッ
ト を最大化または最小化できない。

CR80236 ポータル ページ名にマルチバイ ト文字セッ ト  データが使用されている と、 Admin 
Tools でそのポータル ページに対するレイアウ トが表示されない。

CR80283 ポータル ページ名にマルチバイ ト文字セッ ト  データが使用されている と、 その
ポータル ページに対するポート レッ ト を編集できない。

CR 番号 解説

CR 番号 解説

CR033972 TransposeArray ID が認識されない。



8 リ リース ノート

CR035481 ク ラスタ環境では、 ユーザが最初にログインした時点でシ ョ ッピング カートの中身
が失われる。

CR035483 ク ラスタ環境では、 セッシ ョ ン タイムアウ ト を受け取る。

CR035571 weblogic.class.path 内の EJB に対してホッ ト  デプロイが機能しない。

CR043378 バルク  ローダが StackOverflowError 例外を送出する。

CR044675 E-Business Control Center のプレビュー領域で、DBCS (2 バイ ト文字 ) の電子メール
の表示が乱れる。

CR044825 EJB の再デプロイ メン トに関する警告メ ッセージ。

CR045896 Personalization ライセンスまたは Commerce ライセンスでは、 Loadsampledata に
よってサーバが停止する。

CR047033 PipelineSession のリ クエス ト  スコープ属性が、 HTML フレームで機能しない。 ま
た、 ク ライアン トの 2 つのブラウザが同じ  WebLogic Commerce Server アプリ ケー
シ ョ ンにアクセスしても機能しない。

CR047334 HTML の電子メールが正し く送信されない。

CR047061 拡張子が htm/html の静的ポート レッ トがポータルに表示されない。

CR049144 exampleportal で HTML ファ イルをポート レッ トにするこ とができない。

CR051123 新しいイベン ト を保存できない。

CR051324 Oracle 8.1.7 と  Windows 2000 の loadSampleData.bat に関する問題。

CR052709 web.xml ファ イルにおいて、 WLCS_STATIC_ROOT パラ メータのサーバ値がハード
コーディングされている。

CR058376 Web アプリ ケーシ ョ ンに対する  tools や toolSupport などのウェルカム ファイルが、
システムで処理されない。

CR058616 行動追跡の永続性は、 アプリ ケーシ ョ ン スコープでなければならない。

CR058726 WebLogic Server LDAP レルム V2 でシステムが動作しない。

CR058836 discounts2.xml における  32K のデータ  サイズ制限。

CR 番号 解説
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CR059442 プロパティ  セッ ト定義文字の制限に達したと きの動作が正し くない。 

CR059581 サンプル アプリ ケーシ ョ ンに対する例外処理が、 ク ラスタでは機能しない。

CR059781 接続設定において特定の接続に対する不正なユーザ名とパスワードを訂正できな
い。

CR059879 ポータルの例外がクラスタで機能しない。

CR060145 ポータル アプリ ケーシ ョ ンのコピーがウェルカム  ファ イルを使用しない。

CR060290 LDAP のグループ管理者編集の認証でエラーが発生する。

CR060301 [表示フラ ッシュ  サイズ ] の値が、 サーバを再起動するまでサーバに適用されない。

CR060341 マルチバイ ト文字セッ トで定義されている  Oracle データベースで 
LoadSampleData.bat を実行する と、 ポータル サーバが起動しな くなる。

CR060774 startP13n.bat を使用してパーソナライゼーシ ョ ンのサンプル Web アプリ ケー
シ ョ ンにアクセスしよ う とする と、 404 番のエラーが返される。

CR060799 Oracle 8.1.7 実行中の NT で複数のユーザが同時にログアウ トする と、 データベース
のデッ ド ロ ッ クが発生する。

CR061396 サブグループを検索する と、 「グループが見つからない」 という メ ッセージが返さ
れる。

CR061496 JDBC 仕様に対するデータベース固有の拡張を使用した CLOB/BLOB の読
み取り /書き込みを可能にするには、 JdbcHelper に対して実装の代理を作
成する必要がある。

CR062205 CommerceInputProcessor.getPipelineSession(req,true) に代わる機能が
ない。

CR062217 portalTools で新しいレイアウ ト を使用する と、 IllegalArgumentException 
が送出される。

CR063019 ポート レッ トのディ レク ト リ名で大文字と小文字が区別される。 サンプルの XML 
ポート レッ トがエクスプローラに表示されない。

CR063049 Oracle Thin ド ラ イバと代理で CLOB データベースの挿入 /更新が機能しない。

CR 番号 解説
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CR063919 JSP 管理ツールに、 ポート レッ トの 「移動可能」 属性がない。

CR064026 stockportal のログイン選択グループで、 他のメンバ グループのすべてのグループが
表示されてはならない。

CR064149 WebLogic Commerce Server でのビルド と起動に問題がある。 Web アプリ ケーシ ョ
ンに対する  null のため、 Webflow エラーが発生する。

CR064221 Windows 以外の OS で、 複数行のプロパティに CTRL-M が追加される。

CR064429 set-environment.bat ファ イルに SQL Server 2000 のクラスの定義がある。

CR064640 ブラウザの [戻る ] ボタンで Webflow のフォーム タグに関する問題が発生する。

CR064670 データベースの create_all スク リプ トが ト リガを処理しない。

CR064777 TU_ENTL_RULESET、 TU_RESOURCE_GROUP_ADMIN、 および TU_P13N_LAYOUT に
おける  Sybase のト リガ エラー。 

CR064817 Linux において、set-environment.sh ファ イルによって LD_LIBRARY_PATH が正
し く設定されない。

CR064821 Solaris DB2 でポート レッ トの最小化可能属性を変更する と、 例外が返される。

CR064897 入力プロセッサのホッ ト  デプロイによ り  Web アプリ ケーシ ョ ンが破壊され、 再デ
プロイが必要となる。

CR065223 「移動可能」 属性がない。

CR065370 stockportal では、 [複数グループ ] ボッ クスを選択する と  classcast 例外が発生す
る。

CR065440 E-Business Control Center の Tour1 と  Tour2 を変更して同期させる と、
StartPortal の不正な XML のためにエラーが発生する。 

CR065566 シ ョ ッピング カートに商品を追加できない。

CR065781 ファ イル名にマルチバイ ト文字を使用する と、 データベースが破損する。

CR066776 ユーザが複数のグループに属している場合に stockportal にログインする と、
java.lang.ClassCastException が発生する。

CR 番号 解説
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CR067696 ライセンスの有効期限が切れる と、 E-Business Control Center においてエクスプ
ローラが機能しなくなる場合がある。 

CR067935 UTF-8 Oracle データベースに対して同期を取る と、 ポータル サーバが起動しない。

CR069058 <um:createUser saveAnonymous="true"> が機能しない。 

CR071557 RDBMSDelegate getUser() と  getGroupMembers() について、 RDBMSRealm に
パフォーマンスの問題がある。

CR072316 サーブレッ ト  フ ィルタが、 「java.lang.IllegalStateException: Unable to extract 
ServletContext from Request」 を送出する。 

CR073932 HP-UX 11 の Sybase 12 jConnect5.2/Segment Integration に問題がある。

CR074480 set-env ファ イルと  databaseload.properties ファ イルに Thin の設定がない。 

CR075135 AIX 433 - DB2 7.2 Native に、 新規ユーザの作成に関する問題がある。

CR075212 webflow:validatedForm タグに余分なパラ メータが必要である。

CR075335 resourceURL.inc におけるファイル パスの参照が正し くないため、 スキンが表示
されない。

CR075601 WebflowJSPHelper がリダイレク トの URL に対して二重の疑問符を生成する。

CR076577 [表示フラ ッシュ  サイズ ] の値が、 サーバを再起動するまでサーバに適用されない。

CR076667 Linux 7.2 の Sybase 1192 に、 java.lang.OutOfMemory 例外が発生する問題があ
る。 

CR076825 コンソールから  ApplicationConfiguration を対象にできない。

CR077354 SQL2000 データベースを使用するサーバに Solaris から  E-Business Control Center を
同期させる と、 PersistenceException が発生する。

CR052478 javax.management.MBeanAttributeInfo#attributeType に対する  
ClassCastException の文字列。

CR064192 Visual Source Safe によって作成される  scc ファ イルが無視されない (特に検証にお
いて )。

CR 番号 解説
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7.0 において確認されている制限事項とその
回避策

以下の節では、 WebLogic Portal 7.0 の問題に関する確認済みの制限事項と回避策
を、 製品を構成する要素別に説明します。

詳細については、 以下の節を参照して ください。

E-Business Control Center に関する問題

ポータル開発および管理に関する問題

ブラウザに関する問題

システム管理に関する問題

インターナシ ョナライゼーシ ョ ンに関する問題

移行に関する問題

E-Business Control Center に関する問題
この節では、 E-Business Control Center に関する問題から生じる確認済みの制限
事項とその回避策について説明します。 以下の表に加えて、 詳細については次の
節を参照して ください。

ポータルとポート レッ トに関する問題
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表 1  E-Business Control Center に関する制限事項と回避策 

CR033436 データ  サイズの検証に関する問題。

問題 すべての WebLogic Portal ツールおよびサンプルでは、独自の Web アプリ ケーシ ョ
ンにおいてデータ検証を行う最善のタイ ミ ングと方法の決定は、 ユーザに任され
ています。

プラ ッ ト
フォーム

すべて

回避策 例 : 
ユーザ管理ツールを使う と、 ユーザに顧客プロパティを設定できます。 長さは 255 
文字に制限されています。 一方、 データベースに格納される顧客プロパティには
異なるサイズ制限があ り、 プロパティ値がデータベースでの制限を超える場合は、
例外が送出されてプロパティ値は設定されません。 顧客プロパティの長さをデー
タベースのカラムのサイズに制限するこ とができます。

CR035555 ドキュ メン ト管理用 XML スキーマ ファイルを変更した場合、 E-Business 
Control Center に変更内容が表示されない。

問題 ファイル システムの XML ファ イル (doc-schema.xml など ) からスキーマ情報を
取得する参考ドキュ メン ト  リ ポジ ト リでは、XML スキーマ ファ イルを変更した場
合、 E-Business Control Center に変更内容が表示されません。 新しいメ タデータ  プ
ロパティのあるコンテンツに対して BulkLoader、 loaddocs、 または loadads を
実行する と、 XML スキーマ ファ イルが変化します (doc-schema.xml など )。

プラ ッ ト
フォーム

すべて

回避策 WebLogic Server Console (http://localhost:7501/console) を使用してドキュ
メン ト接続プールを再起動します。

CR060459 E-Business Control Center において、 割引エディ タが SKU の長いリスト を
サポート しない。

問題 E-Business Control Center では、割引のト リガおよび対象ウ ィンド ウの SKU および
商品カテゴ リ  ID のリ ス トによ り、 割引エディ タのレイアウ トが乱れる場合があ り
ます。 SKU または商品カテゴ リ  ID の番号が長い場合、 [ ウ ィザード ] ボタンが表
示されなくな り、 他のフ ィールドが短くな り ます。 

プラ ッ ト
フォーム

すべて
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回避策 このよ うな状況において [ ウ ィザード ] ボタンを使用する必要がある場合は、 問題
の原因となっている対象商品またはト リガ商品を修正して、 別のタイプに変更す
るか、 SKU または ID を削除します。 問題の対象商品またはト リガ商品を削除する
と、 表示が更新されて、 正常なレイアウ トに戻り ます。

CR080212 オンデマンド  データ同期を使用する際に任意のユーザ名とパスワードを入力
できるため、 セキュリテ ィが侵害されているという誤った印象を与える。

問題 この問題は、 E-Business Control Center セッシ ョ ンを開始し （ツールの開始から終
了までの間）、 ログイン ダイアログに正しいユーザ名とパスワードを入力して、
サーバに正常に接続 （データ同期、 カタログ ブラウズ、 電子メール URI ブラウズ
などを通して） した後で、 発生するおそれがあ り ます。 その後で接続を作成また
は変更し、 新しい接続の同期を取ろ う とする と、 再びログイン ウ ィンド ウが表示
され、 ユーザ名とパスワードの入力を求められます。 システムは、 そのセッシ ョ
ンに対しても と も と使用されているユーザ名とパスワードをまだ認識しているの
で、 新し く入力したユーザ名とパスワードは実際には無視されます。 

無効なユーザ名とパスワードを入力しても受け入れられるよ うに見えるので、
ユーザはセキュ リティが侵害されている という誤った印象を受けます。 しかし、
セキュ リ ティは侵害されていません。 システムは、 冗長なウ ィンド ウで入力された
情報はすべて無視し、 セッシ ョ ンに対してすでに検証されているユーザのユーザ
名とパスワードに基づいて動作します。

プラ ッ ト
フォーム

すべて

回避策 現時点では、 冗長なログイン  ウ ィンド ウの表示を抑止する方法はあ り ませんが、
ユーザを変更するこ とはできます。

E-Business Control Center の任意またはすべての接続ポイン トについてユーザを変
更するには

1. 接続を更新します。
2. E-Business Control Center を終了して再起動します。
3. データ変更の同期を取り ます。

CR078138 Solaris で E-Business Control Center を起動すると、 「文字列を変換できな
い」 という警告が表示される。

問題 Solaris で E-Business Control Center を起動する と、「Warning: Cannot convert string」
とい う メ ッセージを受け取り ます。 これは、 JDK と  X Window に関する問題です。 

表 1  E-Business Control Center に関する制限事項と回避策  (続き )
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プラ ッ ト
フォーム

Solaris

回避策 このメ ッセージは、 E-Business Control Center の動作に悪影響を及ぼすものではあ
り ません。 無視するこ とができます。 または、 /usr/lib/X11/XKeysymDB ファ イ
ルの削除や名前変更を行う こ とができます。 XKeysymDB ファ イルを削除できない
場合は、E-Business Control Center のシェル スク リプ ト  ebcc.sh を修正し、以下の
行 303 を変更します。
eval $jdkhome/bin/java $thread_flag $jargs -classpath "\"$cp\"" 
$ide $args

これを、 以下のよ うに変更します。

eval $jdkhome/bin/java $thread_flag $jargs -classpath "\"$cp\"" 
$ide $args 2>/dev/null

注意 : E-Business Control Center は、 UNIX ではサポート されていません。

CR084181 ホッ ト  デプロイが機能するには、 E-Business Control Center をサーバと同
じ物理マシンで実行しなければならない。 

問題 E-Business Control Center のホッ ト  シンク機能は、 E-Business Control Center を 
WebLogic Portal と同じマシン上で実行している場合にのみ使用できます。
E-Business Control Center は、 自身が稼動しているマシンにのみ Web アプリ ケー
シ ョ ン ファ イルを作成します。 これらのファイルはリモート  マシンに転送できま
せん。 したがって、 E-Business Control Center によって、 あるマシンから別のマシ
ンに新しいポータルをデプロイするこ とはできません。

プラ ッ ト
フォーム

すべて

回避策 E-Business Control Center から別のマシンに対してホッ ト  デプロイを実行しないで
ください。 つま り、 ホッ ト  デプロイは、 サポート対象の E-Business Control Center 
プラ ッ ト フォーム上でのみ動作します。 

CR083319 2 台のマシン間でデータ同期を実行すると、 「読み取りタイムアウト」 のエ
ラーが発生する。

問題 2 台のマシン間でデータの同期を実行する と、「A problem was encountered adding a 
listener to the master data repository... java.io.InterruptedIOException: Read timed out」
とい うエラー メ ッセージが記録されます。

表 1  E-Business Control Center に関する制限事項と回避策  (続き )
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プラ ッ ト
フォーム

すべて

回避策 このメ ッセージは無害なので、 無視してかまいません。

CR093259 Linux を使用すると、 E-Business Control Center の [ヘルプ｜製品について
] をクリ ックして表示されるウィンドウが乱れる。  

問題 Linux にバンドルされている  XFree86 (X Window System) で、 E-Business Control 
Center GUI の一部のコンポーネン ト を表示する際に問題が発生します。 

プラ ッ ト
フォーム

Linux

回避策 CR078138 の場合と同様に、 Win32 プラ ッ ト フォームで E-Business Control Center 
を使用します。 

注意 : E-Business Control Center は UNIX ではサポート されていません。

CR095636 E-Business Control Center でポート レッ ト を削除すると、サーバのコンソー
ルにエラー メ ッセージが表示される。  

問題 E-Business Control Center でポート レッ ト を削除しても、 ポータル定義内の削除し
たポート レッ トへの参照は自動的には削除されません。 削除したポート レッ ト を
参照するポータル定義を更新するこ とな く同期を取る と、 整合性が失われた状態
になり、 以下の形式のエラー メ ッセージが表示されます。 
<Jan 20, 2003 5:30:45 PM MST> <Error> <PortalManager> <415455> 
<Portlet "QuickLinks" not found.> 

<Jan 20, 2003 5:30:4 PM MST> <Error> <PortalManager> <415451> 
<Portlet "QuickLinks" not found in portlet pool for portal 
"sampleportal/sampleportal".> 

注意 : "QuickLinks" は削除されたポート レッ トの名前です。 

プラ ッ ト
フォーム

すべて

回避策 E-Business Control Center で、 削除したポート レッ ト を参照するポータルを開きま
す。 削除されたポート レッ ト ごとに、 そのポート レッ ト をポータルから除去する
かど うかを尋ねる メ ッセージが表示されます。 [はい ] ( ポータルからポート レッ
ト を除去 ) を選択する と、 ポータルの定義が正し く更新されます。 保存して同期を
と る と、 エラー メ ッセージは表示されなくな り ます。 

表 1  E-Business Control Center に関する制限事項と回避策  (続き )
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CR102505 Windows の 「Program Files」 ディ レク ト リに E-Business Control Center 
をインストールすると実行されない。

問題 Windows の 「Program Files」 ディ レク ト リにインス トールした E-Business Control 
Center を起動しよ う とする と、ポップアップ ウ ィンド ウが開いて 「Cannot load 
jvm.dll」 とい う メ ッセージが表示され、 起動に失敗します。

プラ ッ ト
フォーム

Windows

回避策 1. <bea-home>/weblogic700/ebcc/bin/ide.cfg を編集します。
2. 「Program Files」 に対するすべての参照を Windows の短縮名 PROGRA~1 に置
き換えます。

CR104177 Webflow エディ タのレイアウト  ファイルのタイムスタンプが、 対応する 
Webflow ファイルよりも古い場合は、 E-Business Control Center によって
そのレイアウト  ファイルが破棄される。

問題 Webflow ファ イルを編集してそのレイアウ ト を変更する と、 E-Business Control 
Center によってレイアウ ト  ファ イル (拡張子 .ui) が作成されます。 E-Business 
Control Center で Webflow ファ イルを開く と、 webflow (.wf) ファ イルとレイアウ
ト  (.ui) ファ イルのタイムスタンプが比較され、 レイアウ ト  ファ イルのタイムス
タンプが Webflow ファ イルよ り も  10 秒以上経過している場合、 そのレイアウ ト  
ファ イルは破棄されます。 
ソース制御システムによってファイルのタイムスタンプが変更される と、 前述の
動作によって問題が発生するこ とがあ り ます。 タイムスタンプの不一致のために、
E-Business Control Center がレイアウ ト  ファ イルを破棄するからです。

プラ ッ ト
フォーム

すべて

回避策 E-Business Control Center は、 新しい IDE コンフ ィグレーシ ョ ン プロパティ
「checkUIFile.uptodate」 を備えています。 Webflow ファ イルと  Webflow レイ
アウ ト  ファ イル間における、E-Business Control Center の Webflow エディ タのタイ
ムスタンプ比較を無効にするには 
1. (<ebcc-install>/bin ディ レク ト リ ) にある  E-Business Control Center の
「ide.cfg」 ファ イルに J-DcheckUIFile.uptodate=false  を追加します。

2. E-Business Control Center を再起動します。

表 1  E-Business Control Center に関する制限事項と回避策  (続き )
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ポータルとポート レッ トに関する問題

この節では、 E-Business Control Center におけるポータルとポート レッ トの問題
に関する確認済みの制限事項とその回避策について説明します。

表 2  ポータルとポート レッ トに関する確認済みの問題と回避策
CR079688 7.0 SP 4 では、 E-Business Control Center でポート レッ ト を削除しても、

ポータルのコンフ ィグレーシ ョ ンからは削除されない。 

問題 E-Business Control Center の外部で、または E-Business Control Center 内のエクスプ
ローラ  ペインの外部で、 ファ イル システムからポート レッ ト を削除しても、
E-Business Control Center で開いている、 削除したポート レッ ト を含むポータル エ
ディ タ  ウ ィンド ウの表示は更新されません。

プラ ッ ト
フォーム

すべて

回避策 ポータル エディ タ  ウ ィンド ウを閉じて開き直すと、 ポータル定義の表示が更新さ
れます。 削除されたポート レッ トはポータルの一部と して表示されなくな り ます。

CR075598
および
CR085087

Web Service Portlet Wizard での変更を有効にするには、 サーバを再起動す
る必要がある。 

問題 サーバを再起動しないでアプリ ケーシ ョ ンを再デプロイする と、

ポータルは WEB-INF/lib ディレク ト リの新しい .jar ファ イルを取得しません。 

プラ ッ ト
フォーム

すべて

回避策 WebLogic Server Console から  Web アプリ ケーシ ョ ンを再デプロイして ください。
この方法は、 WebLogic Portal に付属する  sampleportal を除くすべての Web ア
プリ ケーシ ョ ンに対して使用できます。 Portlet Wizard で行った変更を 
sampleportal に反映するには、 サーバを再起動する必要があ り ます。

CR076345 ブラウズ機能が長いディレク ト リ名の WSDL ファイルを取り出した場合、
Portlet Wizard は操作を取り出すことができない。

問題 Portlet Wizard でポート レッ トに Web サービスを追加し、WSDL ファ イルをブラウ
ズした場合、 ディ レク ト リ名が 255 文字よ り長いと、 操作を取り出すこ とができ
ません。
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プラ ッ ト
フォーム

Windows

回避策 ディ レク ト リ名の長さを 255 文字以下にします。

CR077079 Web Services Portlet Wizard の .jar ファイル名は一意でなければならない。

問題 Portlet Wizard で作成し、 Web サービス  ポート レッ トで使用する  .jar ファ イルの
名前が一意でない場合、 例外が発生します。

プラ ッ ト
フォーム

すべて

回避策 Web サービス  ポート レッ トで使用するすべての .jar ファ イルの名前を一意にし
ます。

CR078633 ある Web サービスで WebLogic Server の clientgen が失敗すると、 それ以
降、 別の Web サービスから操作を選択できな く なる。 

問題 Web Services Portlet Wizard の [Web サービス ] ウ ィンド ウで、WebLogic Server の 
clientgen が失敗する  Web サービスを選択する と、別の有効な Web サービス と操作
を選択できません。 それ以降、 すべての操作は淡色表示になり ます。

プラ ッ ト
フォーム

すべて

回避策 Web Services Portlet Wizard を閉じてから再起動します。

CR078658 デフォルト  Web アプリケーシ ョ ンと してポータル Web アプリケーシ ョ ンを
選択すると問題が発生する。

問題 デフォルト  Web アプリ ケーシ ョ ンと してポータル Web アプリ ケーシ ョ ンを選択す
る と、 以下の問題が発生します。

スキンのプレビューが表示されない。

レイアウ トのプレビューが表示されない。

ポート レッ トの配置が機能しない。

プラ ッ ト
フォーム

すべて

表 2  ポータルとポート レッ トに関する確認済みの問題と回避策 (続き )



20 リ リース ノート

回避策 ポータル Web アプリ ケーシ ョ ンは、 ポータル管理アプリ ケーシ ョ ンが
デプロイされているのと同じ  DNS ド メ インの下にデプロイする必要があ り ます。

CR079395  あるポート レッ トの参照先 Web サービスの WSDL にアクセスしたり  WSDL 
を利用したりできない場合、 ユーザはポータル Web アプリケーシ ョ ン全体に
アクセスできな く なる。

問題 ポート レッ ト  JSP が例外を送出する と、 ユーザはポータル Web アプリ ケーシ ョ ン
全体にアクセスできな くなる場合があ り ます。

プラ ッ ト
フォーム

すべて

回避策 ポート レッ トの例外を処理します。 詳細については、 『開発者ガイ ド』 
(http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wlp/docs70/dev/index.htm) の 「例外遷移を追加す
る」 を参照して ください。 「CR076399」 も参照してください。

CR079919 シングル サインオンを利用する場合は、 Web アプリケーシ ョ ン間に共通の
クッキー名をすべてのアプリケーシ ョ ンで使用しなければならない。

問題 Web アプリ ケーシ ョ ン間で転送が正し く動作するためには、 各 Web アプリ ケー
シ ョ ンの weblogic.xml ファ イルに共通のク ッキー名が設定されていなければな
り ません。

プラ ッ ト
フォーム

すべて

回避策 Web アプリ ケーシ ョ ン間で単一のク ッキー セッシ ョ ン ID を使用するには
各 Web アプリ ケーシ ョ ンの weblogic.xml ファ イルの CookieName セッシ ョ ン パ
ラ メータを、 同じパラ メータ名に変更します。 
例 : 
    <session-param>
      <param-name>CookieDomain</param-name>
      <param-value>JSESSIONID_SAMPLEPORTAL</param-value>
   </session-param>

「CR044788」 も参照してください。

表 2  ポータルとポート レッ トに関する確認済みの問題と回避策 (続き )
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CR080181 英語以外のシステム ロケールを使用すると、 Portal Wizard で表示されるホッ
ト  デプロイのステータス メ ッセージが乱れる場合がある。

問題 E-Business Control Center で英語以外の一部のロケール (日本語など ) を使用する
と、 [ ホッ ト  デプロイ メン トの処理状況 ] ダイアログ ボッ クスの [詳細 ] ウ ィンド
ウに表示される メ ッセージの文字列が乱れるこ とがあ り ます。

プラ ッ ト
フォーム

すべて

回避策 このよ うなメ ッセージはホッ ト  デプロイ メン トに影響しないので、 無視してかま
いません。

CR080771 Portal Wizard でホッ ト  デプロイを行っている間は、 どの Web アプリケー
シ ョ ンにもアクセスできない。

問題 E-Business Control Center を使って新しい Web アプリ ケーシ ョ ンをホッ ト  デプロイ
する処理の過程で、 同じ ド メ インに属するデプロイ済みの Web アプリ ケーシ ョ ン
に一時的にアクセスできな くな り ます。 内部サーバで 500 番のエラーが発生しま
す。

これは、 ホッ ト  デプロイ メン トによってエンタープライズ アプリ ケーシ ョ ン全体
が再デプロイされるためです。 したがって、 ホッ ト  デプロイ メン トが終了するま
での間、 モジュールにはアクセスできません。

プラ ッ ト
フォーム

すべて

回避策 ホッ ト  デプロイ メン トの完了を待ってから、 既存の Web アプリ ケーシ ョ ンに対す
るブラウザを更新して ください。 Web アプリ ケーシ ョ ンが再び表示されます。

表 2  ポータルとポート レッ トに関する確認済みの問題と回避策 (続き )
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CR080803 Portal Wizard で異なるド メインに対し連続してホッ ト  デプロイを行う ことが
できない。

問題 Domain Configuration Wizard で 2 つのド メ インを作成した後、 最初のド メ インに
ポータル Web アプリ ケーシ ョ ンをホッ ト  デプロイし、 次いで 2 番目のド メ インに
ポータル Web アプリ ケーシ ョ ンをデプロイする と、 2 番目のド メ インでのホッ ト  
デプロイが失敗します。 さ らに、 ホッ ト  デプロイのログの情報ではホッ ト  デプロ
イが正常に終了したよ うになっていますが、 これは誤りです。 

プラ ッ ト
フォーム

すべて

回避策 別のド メ インに切り替える前に、 E-Business Control Center を再起動してください。
これによ り、 異なる ド メ インでの Web アプリ ケーシ ョ ンのホッ ト  デプロイに関す
る問題は回避されます。

CR080109 Portal Wizard でホッ ト  デプロイが失敗した後に再試行できない。

問題 E-Business Control Center で Portal Wizard を使用して Web アプリ ケーシ ョ ンをホッ
ト  デプロイする と き、 何らかの理由 (サーバが稼働していない、 無効なユーザ名 /
パスワードを入力したなど ) で Web アプリ ケーシ ョ ンのホッ ト  デプロイに失敗す
る と、 デプロイ メン ト を再試行できな くな り ます。 Portal Wizard を起動し直して
新しいポータルを作成するか、 または新しいポータル Web アプリ ケーシ ョ ンを手
動でデプロイする必要があ り ます。

プラ ッ ト
フォーム

すべて

回避策 なし

表 2  ポータルとポート レッ トに関する確認済みの問題と回避策 (続き )
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ポータル開発および管理に関する問題

この節では、 一般的なポータル管理の問題に関する確認済みの制限事項と回避策
について説明します。

CR082251、
CR075661

記述に & や <..> が含まれていると、 ポータルが一覧に表示されない。

問題 ポータル、 ポート レッ ト 、 およびポータル ページの名前に <、 >、 &、 # などの特
殊文字を使用する と、 E-Business Control Center および Portal Administration Tools 
でエラーが発生する場合があ り ます。

プラ ッ ト
フォーム

すべて

回避策 特殊文字を含むポータル名を変更するには、 テキス ト  エディ タを使って .portal 
ファ イルを編集し、 特殊文字を削除します。 アルファベッ ト以外の文字を含む
ポータル ページ名やポート レッ ト名によるエラーを防ぐため、 ポータル ページと
ポート レッ トの名前には常に、 アルファベッ ト、 数字、 およびアンダースコア (_) 
のみを使用して ください。

表 2  ポータルとポート レッ トに関する確認済みの問題と回避策 (続き )

表 3  ポータル開発および管理に関する確認済みの制限事項と回避策
CR044788 Web アプリケーシ ョ ンごとにセッシ ョ ンに対して異なるクッキー名を使用す

る必要がある。

問題 WebLogic Portal のサンプル アプリ ケーシ ョ ンはシングルユーザのサインオン機能
を使わないまたは必要と しないため、 サンプル アプリ ケーシ ョ ンでは、
weblogic.xml の記述子で Web アプリ ケーシ ョ ンごとに個別のク ッキー名がコン
フ ィグレーシ ョ ンされています。 プロキシ サーバのプラグインの設定は、 通常、
単一のク ッキーだけを認識するので、 このコンフ ィグレーシ ョ ンでプロキシ サー
バを使用する場合は、 プラグインの設定を変更する必要があ り ます。

プラ ッ ト
フォーム

すべて
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回避策 パスでプロキシ処理を行う よ う、 プラグインをコンフ ィグレーシ ョ ンします。 た
とえば、 次のよ うにします。

ppath=*/webapp1/* => set CookieName="foo" 
ppath=*/webapp2/* => set CookieName="bar" 

NSAPI プラグインの場合は、 複数のオブジェク ト を定義するこ とで簡単に対応で
きます。 ISAPI の場合は、 仮想ディ レク ト リ を定義し、 異なる  CookieNames を持
つ異なる  iisproxy.ini ファ イルを示すこ とで実現できます。 ただし、 現在、
Apache では CookieNames の上書きが認められていないので、 この方法は使用で
きません。 「CR079919」 も参照してください。

CR047792 Administration Tools で必要なプロパティ値を指定しないで wlcs_customer 
タイプのユーザを作成すると、 ログイン時にテンプレート  エラーが発生する。

問題 WebLogic Portal Administration Tools で wlcs_customer タイプのユーザを作成す
る と き、 必須のプロパティに設定されていない値がある と、 そのユーザでログイ
ンする と きにテンプレートでエラーが発生します。

プラ ッ ト
フォーム

すべて

回避策 Administration Tools を使うのではなく、 登録を使ってテンプレートにログインし、
wlcs_customer タイプのユーザを作成します。 Administration Tools を使用する場
合は、 すべての必須ユーザ プロパティ  (* の印があるフ ィールド ) に値を入力して
ください。

CR054787 「wlcs_customer」 グループに属していないユーザで Weblogic Commerce 
Server アプリケーシ ョ ンにログインすると、 予期しない動作が生じる。

問題 WebLogic Commerce Server のサンプル アプリ ケーシ ョ ンでは、
WEB-INF/web.xml のセキュ リティ制約を使用して、 WebLogic Commerce Server 
サンプル アプリ ケーシ ョ ンの 「ログイン」 リ ンクにフォームベースの認証が指定
されます。 このセキュ リティ制約は、 CustomerRole (wlcs_customer グループ ) 
のメンバーだけにアクセスを許可するよ うにコンフ ィグレーシ ョ ンされます。 
wlcs_customer グループのメンバーでない有効なユーザがログインしよ う とする
と、 そのユーザは認証されますが、 WebLogic Commerce Server サンプル アプリ
ケーシ ョ ンの保護された リ ソースへのアクセスは認可されません。 このよ うな状
況は認証エラーと して扱う必要があ り ますが、 7.0 SP2 よ り も前のリ リースでは未
対応でした。 

プラ ッ ト
フォーム

すべて

表 3  ポータル開発および管理に関する確認済みの制限事項と回避策 (続き )
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回避策 この問題は、 form-error-page (badlogin.jsp) に Authentication.logout() を
追加するこ とによ り、 Service Pack 2 で解決されています。 この変更によって認証
データはセッシ ョ ンからすべて削除され、 ログインが認証エラーと して扱われま
す。 

CR060948 ユーザ管理で管理ユーザを削除しても、 ポータル ツールに表示される。

問題 Portal Administration Tools の外部でユーザを削除する と、管理テーブルは更新され
ません。

プラ ッ ト
フォーム

すべて

回避策 ユーザ管理ツールから管理ユーザを削除する前に、 Portal Administration Tools を
使って管理ユーザを削除する必要があ り ます。 「CR079253」 も参照してください。

CR067641 Webflow URL 作成タグのデフォルトの httpsInd 属性を変更する必要がある。 

問題 Webflow URL 作成タグの httpsInd 属性が指定されていない場合は、 デフォルト
値が使用されます。 このデフォルト値の指定が必要になり ます。

プラ ッ ト
フォーム

すべて

回避策 1. テキス ト  エディ タでポータル Web アプリ ケーシ ョ ンの web.xml ファ イルを開
きます。 

2. 以下のコンテキス ト  パラ メータを追加します。

<context-param>
  <param-name>HTTPSIND_DEFAULT_VALUE</param-name>
  <!—
       使用するデフォルト値。使用可能な値の      
       詳細については、Webflow URL 作成タグの   
       ドキュメントを参照。
  -->
  <param-value>CALCULATE</param-value>
</context-param>

CR076399 Web サービスが利用できない場合に例外が発生する。

問題 実行時に Web サービスが利用できない場合は、 ポート レッ トから例外が送出され
ます。

表 3  ポータル開発および管理に関する確認済みの制限事項と回避策 (続き )
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プラ ッ ト
フォーム

すべて

回避策 生成されたポート レッ トでこの例外をキャ ッチするこ とによ り、 .jsp ファ イルに
一種のエラー処理を追加します。 「CR079395」 も参照してください。

CR077546 ユーザ作成後にブラウザを更新するとエラーが発生し、 そのユーザがすでに
存在していることを伝えるメ ッセージが表示される。

問題 ポータルで新しいユーザを初めて作成し、 ブラウザの更新をク リ ッ ク してページ
上のデータを更新する と、 ユーザ ログイン ページに戻り、 ユーザがすでに存在す
るこ とを伝える メ ッセージが表示されます。 これは、 そのユーザを作成した URL 
がブラウザ内にまだ存在するために発生します。 ブラウザを更新する とユーザの
作成が再試行され、 エラーが発生します。

プラ ッ ト
フォーム

すべて

回避策 Webflow がポータル Webflow の postProcessor に到達したらユーザを リダイレク ト
するよ うに、 com.bea.portal.appflow.processor.security. 
UserProcessor process( ) メ ソ ッ ドでフラグを設定できます。 ポータル 
Webflow を変更して、 success イベン トの送り先を postProcessor から新しい 
InputProcessor にする必要があ り ます。 InputProcessor は、 リダイレク トのフラグ
の有無を検出します。 
フラグが設定されていない場合、 この InputProcessor は引き続きポータル プレゼン
テーシ ョ ン ノードへの転送を行います。 フラグが設定されている場合、
InputProcessor は新しいリダイレク ト  プレゼンテーシ ョ ン ノードへの転送を行いま
す。 こ こで、 ユーザはコンテキス ト  ルートに リダイレク ト されます。 この回避策
を実行する場合は、 カスタマ サポート までご連絡ください。

表 3  ポータル開発および管理に関する確認済みの制限事項と回避策 (続き )
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CR078988  起動時に 「DocumentConnectionPool を発見できない」 という メ ッセージ
が表示される。

問題 サービス  コンフ ィグレーシ ョ ン用の MBean が application-config.xml に存在
するサーバであっても、 サーバが対象になっていない場合は、 以下のよ うな例外
が表示されます。 weblogic.ejb20.WLDeploymentException:Unable to find 
DocumentConnectionPool 'default' configuration 
MBeanjavax.ejb.CreateException:Unable to find DocumentConnectionPool 'default' 
configuration MBean.
application-config.xml でコンフ ィグレーシ ョ ンされていない 
DocumentConnectionPool を使用するよ うに DocumentManager EJB がコンフ ィグ
レーシ ョ ンされている場合も、 このエラーは発生します。

プラ ッ ト
フォーム

すべて

回避策 Console を使用して、 アプリ ケーシ ョ ンのサービス  コンフ ィグレーシ ョ ンの対象が
正し く設定されており、 DocumentConnectionPool MBean が正しい名前で存在
しているこ とを確認します。

CR077981
および
CR074989

WebLogic Portal で WebLogic Builder を使用するには、クラスパスを変更す
る必要がある。

問題 WebLogic Portal の EJB に対してサーバ グループの WebLogic Builder ツールを使用
するには、 ク ラスパスを追加する必要があ り ます。

プラ ッ ト
フォーム

すべて

表 3  ポータル開発および管理に関する確認済みの制限事項と回避策 (続き )



28 リ リース ノート

回避策 1. \server\bin\startWLBuilder.cmd ファ イルを編集用に開きます。
2. スク リプ ト内の JAVA_HOME が設定されている部分の後に以下の情報を追加し
ます。

call %WL_HOME%\portal\bin\win32\set-environment.bat

set P13N_EJB=%PORTAL_LIB%\p13n\ejb

set PORTAL_EJB=%PORTAL_LIB%\portal\ejb

set 

P13N_EJBS=%P13N_EJB%\document.jar;%P13N_EJB%\ejbadvisor.jar;
%P13N_EJB%\events.jar;%P13N_EJB%\ldapprofile.jar;%P13N_EJB%
\mail.jar;%P13N_EJB%\p13n_util.jar;%P13N_EJB%\pipeline.jar;
%P13N_EJB%\placeholder.jar;%P13N_EJB%\property.jar;%P13N_EJB%
\rules.jar;%P13N_EJB%\usermgmt.jar

set

PORTAL_EJBS=%PORTAL_LIB%\portal\ejb\portal.jar;%PORTAL_LIB%
\portal\ejb\portal_util.jar

set WLP_EJBS=%PORTAL_EJBS%;%P13N_EJBS%

CR079253 Service Pack 4 より前のリ リースでは、 システム全体から削除されたグルー
プ管理者が管理者リストおよび管理者資格のあるユーザ リス トに引き続き表
示される。 

問題 委託管理機能が与えられているユーザをポータル ユーザ管理でシステム全体から
削除しても、 管理者リ ス トに引き続き表示されます。

プラ ッ ト
フォーム

すべて

回避策 この問題は、 7.0 SP4 で解決されています。 古いバージ ョ ンを使用している場合は、
ポータル ツールの Web アプリ ケーシ ョ ンに新しい choose_user.jsp および 
choose_user.properties ファ イルをコピーします。 これによ り、 ユーザ管理
ツールの動作が変更されるこ とはあ り ません。 引き続き、 ユーザを任意に削除で
きます。 委託された管理者を ( ポータル管理ツールではなく ) ユーザ管理ツールで
削除する場合は、 ポータル管理ツールで [管理者を削除 ] ボタンを使用して、 その
ユーザの委託された管理特権を 「ク リーンアップ」 する必要があ り ます。
「CR060948」 も参照してください。

表 3  ポータル開発および管理に関する確認済みの制限事項と回避策 (続き )
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CR079504 プロキシで Web アプリケーシ ョ ンに接頭辞を使用すると、 相対リンクを含む
プレースホルダが機能しない。

問題 キャンペーンで表示されるプレースホルダには相対リ ンクが使用されています。
プロキシに接頭辞を設定する と、 Web アプリ ケーシ ョ ンで生成される相対リ ンク
が正し く表示されません。

プラ ッ ト
フォーム

すべて

回避策 この問題は、 プロキシのサービス  コンフ ィグレーシ ョ ンを変更するこ とによって
解決できます。 たとえば、 iPlanet プロキシの使用時には obj.conf ファ イルを編集
します。 <Object name="default"> セクシ ョ ンを検索し、 NameTrans エン ト リ
の下に以下のサービス  メ ソ ッ ドを挿入します。
Service method="(GET|HEAD|POST|PUT)" fn="wl_proxy" 
WebLogicCluster="myServer1:7501,myServer2:7539"

CR079638 Sampleportal で非推奨の security-principal-map タグが使用されている。

問題 sampleportal で使用されている  BlackBoxNoTx JCA コネクタで、 セキュ リ ティ資格
を格納するために非推奨の security-principal-map JCA デプロイ メン ト記述子タグ
が利用されています。 これによ り、 以下の警告が起動時に表示されます。 
<m2Server> <main> <kernel identity> <> <190065> <Deprecated 
element 

security-principal-map used for BlackBoxNoTx - 
Application:BlackBoxNoTx, 

Module:BlackBoxNoTx, EIS Type:JDBC Database.> 
security-principal-map タグは、 WebLogic Server の組み込み LDAP サーバへのセ
キュ リティ資格情報の格納を優先して非推奨になり ました。 しかし、 インス トー
ル時にこの情報をサンプルに渡す方法はあ り ません。 ユーザは、 WebLogic Server 
Administration Console を使用して、 セキュ リ ティ資格をコンフ ィグレーシ ョ ンす
る必要があ り ます。 このよ うな理由によ り、 非推奨の要素を所定の場所にそのま
ま残すこ とにな り ました。

プラ ッ ト
フォーム

すべて

表 3  ポータル開発および管理に関する確認済みの制限事項と回避策 (続き )
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回避策 警告メ ッセージが表示されないよ うにするには、 以下の手順を実行して、 セキュ
リ ティ資格を格納する組み込み LDAP をコンフ ィグレーシ ョ ンします。 
1. BlackBoxNoTx.rar で security-principal-map weblogic-ra.xml を削除しま
す。

2. サーバを起動します。 
3. BlackBoxNoTx.rar から生成されるエラー メ ッセージは無視します。 
4. WebLogic Server Administration Console に移動します。 
5. [デプロイ メン ト｜コネクタ｜ BlackBoxNoTx.rar] を選択します。
6. [BlackBoxNoTx.rar] を右ク リ ッ ク します。
7. メニューから  [資格のマップ ] を選択します。 
8. DB ユーザ名とパスワードを使用して新しい資格マップを作成します (Remote 

UserCredMap、 Remote Password: User= DB ユーザ名 )。 
9. BlackBoxNoTx.rar をも う一度右ク リ ッ ク し、 メニューから  [ ロールのマップ ] 
を選択します。 

10.新しいロール マップを作成します (WLSUser=weblogic_ra_default、 Remote 
User= DB ユーザ名 )。 

11.新しいロール マップを作成します (WLSUser=weblogic_ra_initial および 
Remote)。 

12. サーバを再起動します。

CR081979 Sybase 12.5 SWR 10235 が WLP 7.0 で機能しない。

問題 重複キー違反でデータ同期に失敗します。

プラ ッ ト
フォーム

すべて

回避策 Sybase 12.5 GA と  12.5.0.2/EBF 10573 のいずれにおいても この問題は確認されませ
ん。 この問題は、 SWR 10235 でのみ再現されます。 したがって、 WebLogic Portal 
7.0 Service Pack 2 では SWR 10235 を使用しないでください。

表 3  ポータル開発および管理に関する確認済みの制限事項と回避策 (続き )
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CR082829 シ ョ ッピング カート内に大量の商品を入れると  OutOfMemoryError が発生す
る。

問題 シ ョ ッピング カート内の商品が非常に多くなる と、
com.bea.commerce.ebusiness.price.service.internal.PriceServiceIm
pl は OutOfMemoryError を送出します。 この問題は、 明細項目数と、 特定の明細
項目の商品アイテム数の両方に該当します。

プラ ッ ト
フォーム

すべて

回避策 シ ョ ッピング カート と保留アイテム リ ス トにおける明細項目と合計商品の最大数
を制限します。 Service Pack 4 よ り、 WebLogic Commerce Server と  e2e サンプル
は、 ShoppingCartConstraints.java ク ラスを追加するよ うに変更されました。
このク ラスには、 明細項目と合計商品の最大数を設定する定数が含まれます。 
以下の PipelineComponent ク ラス と  InputProcessor ク ラスは、 新しい制約を使用す
るよ う変更されました。 AddProductItemToShoppingCartPC、
MoveProductItemToSavedListPCImpl、
MoveProductItemToShoppingCartPCImpl、 および 
UpdateShoppingCartQuantitiesIP。 ソース  コードは、 WebLogic Commerce 
Server および e2e サンプルに組み込まれています。 
さ らに、 制約で定義された数を超えた場合に使用される メ ッセージが 
ebusiness-shoppingcart.properties に追加されました。

CR083219 Admin Tools でサブグループを検索すると、 「グループが見つからない」 とい
う メ ッセージが返される。

問題 ユーザ管理では、 サブグループを検索する と 「グループが見つからない」 という
意味のメ ッセージが表示されます。

プラ ッ ト
フォーム

すべて

回避策 あ り ません。 サブグループは、 親グループを展開したと きにだけ表示できます。

表 3  ポータル開発および管理に関する確認済みの制限事項と回避策 (続き )
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CR083497 wlcs サンプルで、 顧客を削除して注文サービスを使用するとエラーが発生す
る場合がある。

問題 顧客を削除する と、 注文管理 JSP ツールの使用時に以下のエラー メ ッセージが表
示される場合があ り ます。

com.beasys.commerce.bridge.bmp.RowNotFoundException :Row not 
found for query 
/SELECT WLCS_CUSTOMER.BUSINESS_PHONE , WLCS_CUSTOMER.LAST_NAME , 
WLCS_CUSTOMER.EMAIL , WLCS_CUSTOMER.MIDDLE_NAME , 
WLCS_CUSTOMER.FAX , 
WLCS_CUSTOMER.TITLE , WLCS_CUSTOMER.CUSTOMER_TYPE , 
WLCS_CUSTOMER.SUFFIX , 
WLCS_CUSTOMER.HOME_PHONE , WLCS_CUSTOMER.FIRST_NAME FROM 
WLCS_CUSTOMER WHERE 
WLCS_CUSTOMER.CUSTOMER_ID = ?/ for class or Pk 
/com.beasys.commerce.ebusiness.customer.CustomerDelegateImpl/ 
with primary key /{2}/.

または、 注文管理 JSP 管理ツールで、 注文の顧客 ID が見つからなかったこ とを伝
える メ ッセージが表示されます。

プラ ッ ト
フォーム

すべて

回避策 顧客を削除する場合は、 その顧客の注文履歴をパージまたはアーカイブする必要
があ り ます。 これを行わないと、 削除した顧客が含まれる注文にアクセスしたと
きに例外が発生します。

CR084158 サンプルの課税サービスと支払サービスで 「localhost」 がコンフ ィグレー
シ ョ ンされる。

問題 ( ク ラスタ内などで ) localhost を使用していないと きに届け先住所やクレジッ ト  
カード支払の [Use] ボタンをク リ ッ クする と、 WebLogic Commerce Server サンプ
ル アプリ ケーシ ョ ンでエラーが発生します。

プラ ッ ト
フォーム

すべて

回避策 WebLogic Server Console で、 該当するマシン名またはク ラスタ内のプロキシにリ
クエス トがダイレク ト されるよ うに Tax Calculator WSDL と支払い Web サービス  
WSDL の WSDL 設定を変更します。 この操作を行うには、 Console で wlcsApp 
Web アプリ ケーシ ョ ンに移動し、 サービス  コンフ ィグレーシ ョ ンを選択します。

表 3  ポータル開発および管理に関する確認済みの制限事項と回避策 (続き )
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CR085087 新しい Web サービス ポート レッ トでコンパイル エラーが発生する。

問題 Portlet Wizard で新規に作成した Web サービス  ポート レッ トに初めてアクセスする
と、 「シンボルを解決できない」 などのコンパイル エラーが発生する場合があ り ま
す。

たとえば、 次のよ うなエラーになり ます。

C:\bea\weblogic700\samples\portal\sampleportalDomain\sampleportalServer\.wlnotdel
ete\sampleportal_sampleportal_1538809\jsp_servlet\_portlets\_test_45_ws\__content.ja
va:197:cannot resolve symbol
symbol :class CATrafficService_Impl
location:package sdl_CATrafficService
sdl_CATrafficService.CATrafficService_Impl 
p_sdl_CATrafficService_CATrafficService_END
Impl = new
sdl_CATrafficService.CATrafficService_Impl(); //[ /portlets/test-ws/content.jsp; Line: 
9] 

プラ ッ ト
フォーム

すべて

回避策 サーバを再起動します。Web アプリ ケーシ ョ ンの WEB-INF\lib ディ レク ト リに格
納された .jar ファ イルはサーバを再起動するまで認識されないので、Portlet Wizard 
で生成された content.jsp や他の JSP が、Portlet Wizard で新し く作成された .jar 
ファ イル内のク ラスを参照している場合、 これらの JSP でコンパイル エラーが発
生する場合があ り ます。

CR088668 ポータルの再起動時に JSP が再コンパイルされる。

問題 Administration Tools またはデータ同期 Web アプリ ケーシ ョ ンで JSP を変更する
と、 サーバの毎起動時に JSP が再コンパイルされる場合があ り ます。 

プラ ッ ト
フォーム

すべて

表 3  ポータル開発および管理に関する確認済みの制限事項と回避策 (続き )
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回避策 ツールまたはデータ同期 Web アプリ ケーシ ョ ンで JSP ページを変更する場合は、
WEB-INF/weblogic.xml デプロイ メン ト記述子で workingDir jsp-param を設定し、
サーバ再起動後の JSP ページの再コンパイルを回避する必要があ り ます。 たとえ
ば、 次のよ うに設定します。

<jsp-param>

  <param-name>workingDir</param-name>

  <param-value>./beaApps/p13nApp/datasync/WEB-INF/classes<
   /param-value>

</jsp-param>

CR088840 WLS コンソールによって新しいポータル アプリケーシ ョ ンを追加した後に、
空の ServiceConfiguration が生成される。

問題 WLS コンソールによって新しいポータル アプリ ケーシ ョ ンをド メ インに追加する
と、 META-INF ディ レク ト リに application-config.xml ファ イルが存在してい
る場合でも、 新規に追加したアプリ ケーシ ョ ンに空の ServiceConfiguration が生成
されます。

プラ ッ ト
フォーム

すべて

回避策 新規に追加したポータル アプリ ケーシ ョ ンで ServiceConfiguration を取得できるよ
うにするには、 以下の手順に従います。

1. WLS コンソールでサーバをシャ ッ ト ダウンします。
2. ド メ インの config.xml ファ イルを開きます。
3. 新規に追加したポータル アプリ ケーシ ョ ンの 「アプリ ケーシ ョ ン」 要素を検索
し、 以下の文字列を追加します。
<ApplicationConfiguration Name="NEW_PORTAL_APP_NAME" 
Targets="PORTAL_SERVER"
URI="PATH_TO_APPLICATION-CONFIGXML_FILE" /> 
(子要素と して追加 )

4. 変更した config.xml ファ イルを保存します。
5. サーバを再起動します。

表 3  ポータル開発および管理に関する確認済みの制限事項と回避策 (続き )
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CR088928 コンテンツ選択クエリの 「IN」 演算子の実装

問題 7.0 SP4 よ り前のリ リースでは、 コンテンツ管理フレームワークでコンテンツ  クエ
リに IN 比較演算子を使用するこ とができませんでした。 たとえば、 次に示すよ う
なコンテンツ セレクタは作成できませんでした。 
CONTENT.author is in MYPROPERTYSET.myMultiValuedProperty. 

プラ ッ ト
フォーム

すべて

回避策 7.0 SP4 よ り前のリ リースでは、 以下に示すよ うなクエ リはコンテンツ管理システ
ムでサポート されていませんでした。 CONTENT.author IN {'aa', 'bb', 'cc'}
このフレームワークのデフォルトのコンフ ィグレーシ ョ ンでは、 CONTENT プロパ
ティをコレクシ ョ ンの最初のメンバーとのみ比較するこ とによ り、 コレクシ ョ ン
を伴う コンテンツ  クエ リが以下のよ うに処理されます。

CONTENT.author equals {'aa', 'bb', 'cc'} becomes CONTENT.author equals {'aa'}
7.0 SP4 の拡張機能を使用する と、 以下に示すよ うに、 コレクシ ョ ンに対する
「equals」 コンテンツ クエ リ を作成できます。 このクエ リは、 「IN」 クエ リ をシ
ミ ュレートする 「or」 クエ リです。 

CONTENT.author equals {'aa', 'bb'}becomes (CONTENT.author equals 'aa') || 
(CONTENT.author equals 'bb')

この拡張機能を使用する と、 以下に示すよ うに、 コレクシ ョ ンに対する 「not 
equals」 コンテンツ クエ リ も作成できます。 このクエ リは、 「NOT IN」 クエ リ をシ
ミ ュレートする 「and」 クエ リです。 

CONTENT.author not equals {'aa', 'bb'} becomes (CONTENT.author not equals 'aa') 
&& (CONTENT.author not equals 'bb')

この拡張機能のデフォルトの動作は、 元の動作です。 これは、 下位互換性のため
です。 この 「or」 メ カニズムを用いた IN クエ リのシ ミ ュレーシ ョ ンを可能にする
には、 p13n_util.jar の新しい 
com/bea/p13n/content/content-query.properties ファ イルで 
collectionContentQueriesAllowed=false を設定し、 拡張機能を有効にする
必要があ り ます。

表 3  ポータル開発および管理に関する確認済みの制限事項と回避策 (続き )
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E-Business Control Center のパネルには、 クエ リ作成用の新しいチェッ ク  ボッ クス
があ り ます。 チェッ ク  ボッ クスのラベルは [Allow simulation of 'is in' comparison 
using 'is equal to] です。 このボッ クスをチェッ ク して、 単一の値を持つプロパティ
を複数の値を持つプロパティ と比較できるよ うにします。

サーバで変更を行わずにこのチェッ ク  ボッ クスをチェッ ク し、 p13n_util.jar の
新しい com/bea/p13n/content/content-query.properties ファ イルで 
collectionContentQueriesAllowed=false を設定する と、 単一の値を持つプ
ロパティが複数の値を持つプロパティの値コレクシ ョ ンの最初のメンバーとのみ
比較され、 IN 比較演算子がシ ミ ュレート されます。 
collectionContentQueriesAllowed=true を設定する と、 前述のよ うに 「IN」
クエ リ をシ ミ ュレートする 「or」 クエ リが作成されます。

CR093328 Portal 7.x で PointBase 4.2 を使用すると、
java.util.NoSuchElementException が検出される。

問題 PointBase 4.2 では、V_ORPHAN_ITEM_ORDER の SQL が PointBase のバグのた
めに機能しません。 このバグは PointBase の以降のバージ ョ ンで修正され
ていますが、 Portal 7.0 では Pointbase の以降のバージ ョ ンは使用されてい
ません。 このエラーは、 カタログ内のカテゴ リに属さない商品をブラウズ
している と きに発生します (java.util.NoSuchElementException)。

プラ ッ ト
フォーム

Pointbase 4.2

回避策 カタログ内の新しい商品をカテゴ リに割り当てるか、 または別のサポート
対象のデータベースに切り替えます。 

注意 : PointBase は、 Pure Java のリ レーシ ョナル データベース管理システムであ
り、 サンプル コードを実行できるよ うに WebLogic Platform に同梱されて
います。 PointBase はアプリ ケーシ ョ ンの設計、 開発、 および検証のみを
サポート対象と しており、 プロダクシ ョ ン サーバへのデプロイ メン トはサ
ポート していません。 プロダクシ ョ ン環境で使用するには、 特別な 
PointBase プロダクシ ョ ン ライセンスを入手してください。

表 3  ポータル開発および管理に関する確認済みの制限事項と回避策 (続き )
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CR093644 「投資家」 サンプル ユーザ プロファイルにおける 「stockQuantities」 プロパ
テ ィ と 「stockSymbols」 プロパテ ィの使い方。 

問題  「投資家」 ユーザ プロファイルの 「stockQuantities」 プロパティ と
「stockSymbols」 プロパティは制限のない複数テキス ト値ですが、 テキス ト値の有
効な書式がどのマニュアルでも説明されていません。 無効な書式の値を指定する
と、 ポータル ページに実行時エラーが表示されます。 

プラ ッ ト
フォーム

すべて

回避策 「stockQuantities」 プロパティでは、 <StockSymbol>=<Quantity> (例 : BEAS=100) 
の書式で、 名前と値のペアを単一の値と して指定します。 1 つずつ追加するこ と
で、 このよ うな名前と値のペアをプロパティ値と して複数指定できます。
「stockSymbol」 プロパティには、 BEAS などの株式銘柄コードを指定します。 1 つ
ずつ追加するこ とで、 このよ うな銘柄コードをプロパティ値と して複数指定でき
ます。 これらの 2 つのプロパティは、 「Portfolio」 ポート レッ トで使用されます。

CR095930 グループと同じ名前を持つユーザを作成すると、 予期しない結果が生じる。

問題 ユーザ名とグループ名に同じ名前を使用する と、 次の例外が発生する場合があ り
ます。 com.bea.p13n.usermgmt.UserManagementException: "User 
<username> was not found". 

プラ ッ ト
フォーム

すべて

回避策 同名のユーザ名とグループ名の作成を回避するには、 次のシステム  プロパティを
起動スク リプ トに追加します。 
-D"com.bea.p13n.RestrictSameNameForUsrAndGroup=true" 

システム プロパティ 「com.bea.p13n.RestrictSameNameForUsrAndGroup」 が
未定義の場合、 デフォルトの動作は変更されません。 この修正は、
7.0 SP4 以降の互換性モードにのみ適用されます。

表 3  ポータル開発および管理に関する確認済みの制限事項と回避策 (続き )
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CR097934 ポート レッ トで HTTPS 推定機能を使用すると、 エラーが発生する場合があ
る。

問題 HTTPS 推定機能は、 ポート レッ トの 「createWebflowURL」 
(com.bea.portal.appflow.servlets.jsp.taglib.portlet.CreatePortletURLTag)、 「form」 
(class com.bea.portal.appflow.servlets.jsp.taglib.portlet.PortletFormTag)、 および 
「validatedForm」 (class 
com.bea.portal.appflow.servlets.jsp.taglib.portlet.PortletValidatedFormTag) の各タグ
では壊れています。 
これらのタグは、 ユーザが指定した値ではなく、 calculate ルーチンに内部イベン ト
の値を渡します。 これによ り、 多くの場合、 HTTPS_URL_PATTERNS パラ メータ  リ
ス トで必須の HTTPS と して指定されている リ ソースへの正しいパスが推定アルゴ
リズムで検出されないこ とにな り ます。 その結果、 これらのタグのいずれかで 
httpsInd 属性と して 「calculate」 が指定されている と、 URL は常に http で開始され
るよ うにな り ます。 

プラ ッ ト
フォーム

すべて

回避策 httpsInd を 「HTTPS」 に明示的に設定します。 また、 httpsInd 属性が明示的にデ
フォルトの動作に設定されていない場合は、 HTTPSIND_DEFAULT_VALUE で特に指
定がない限り、 httpsInd 属性には calculate が使用され、 結果は前述のとおりになり
ます。 
CR097934 の該当するパッチについては、 カスタマ サポート までご連絡ください。

CR098300 UUP プロパティ取得のために複数の LDAP サーバのコンフ ィグレーシ ョ ンを
可能にする LdapPropertyManager の拡張機能。

問題 7.0 SP4 では、LDAP プロパティ取得のためのカスタム UUP をコンフ ィグレーシ ョ
ンして複数の LDAP サーバからプロパティを取得できる拡張機能が追加されまし
た。 この拡張機能では、 こ う した変更が不可欠です。 当初リ リースされたコード
では、 LDAP サーバへのバインドに用いる  DirContext を格納するために静的変数
を使用していたからです。

プラ ッ ト
フォーム

すべて

表 3  ポータル開発および管理に関する確認済みの制限事項と回避策 (続き )
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回避策 7.0 SP4 から、 このソ リ ューシ ョ ンで複数の LdapProfileManager EJB をデプロ
イできるよ うにな り ました。 各デプロイ メン トは以下の点でのみ異なり ます。 

デプロイ メン ト記述子の ejb-name の値が異なる。 

ejb-jar デプロイ メン ト記述子の env-entry の値が異なる。 

weblogic-ejb-jar デプロイ メン ト記述子の jndi-name の値が異なる。 
詳細については、 ldapprofile.jar の ejb-jar.xml デプロイ メン ト記述子を参照して
ください。

CR098628 ポート レッ トの配置が失われることがある。

問題 管理者がページ上にポート レッ ト を追加するか、 またはポート レッ トの属性を変
更する と  ( ポート レッ ト を表示対象にするなど )、 ユーザによって指定されたペー
ジ上のポート レッ トの配置が失われるこ とがあ り ます。

プラ ッ ト
フォーム

すべて

回避策 ポート レッ トの属性変更後、 管理者は、 編集済みのポート レッ トがあるページの
ポート レッ トの配置を管理ツールで保存する必要があ り ます。

CR100741 行動追跡のための永続コードのカスタマイズ。

問題 行動追跡機能のデフォルトでは、 イベン ト  オブジェク トが XML と して出力され、
この XML はデータベースに対して永続性を持ちます。 開発者がこのプロセスをさ
らに制御できるよ うに、 7.0 SP4 では、 カスタム永続性メカニズムを実装する機能
が追加されました。

プラ ッ ト
フォーム

すべて

回避策 開発者は、 com.bea.p13n.tracking.persistence.Persister インタフェースを
実装して、 エンタープライズ アプリ ケーシ ョ ン内 (EJB JAR ファ イル内 ) にカスタ
ム ク ラスをデプロイできます。 
また、 7.0 SP4 では WebLogic Server Console の行動追跡セクシ ョ ンが拡張され、開
発者は Persister 実装クラスの絶対パスを指定できるよ うにな り ました。 これらの
手順が完了する と、 行動追跡イベン ト  オブジェク トがカスタム Persister 実装に与
えられ、 永続性が実現します。

表 3  ポータル開発および管理に関する確認済みの制限事項と回避策 (続き )
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CR103242 CustomerPropertyManager が顧客エンテ ィテ ィ  EJB を過度にロードする。

問題 CustomerPropertyManager は、 顧客エンティティ  EJB をロードする前に、 暗黙
的プロパティの値 「entityPropertyCache」 をチェッ ク しないため、 過度のエン
ティティ  EJB ロードが生じます。

プラ ッ ト
フォーム

すべて

回避策 注意 : 顧客エンティティ  EJB の過度の使用を避けるために、 7.0 SP4 では、
CustomerPropertyManager Bean にキャ ッシュが追加されました。
CustomerPropertyManager.getPropertyAsString() を直接使用する
こ とはお勧めしません。 このメ ソ ッ ドを使用する と、 暗黙的プロパティの
チェッ ク時に顧客エンティティ  EJB がロード されるからです。 このメ ソ ッ
ドの機能を取得する最良の方法は、 ProfileWrapper または 
<um:getPropertyAsString> JSP タグを利用するこ とです。 このタグで
は、 今回のパッチで 「entityPropertyCache」 を使用するよ うに変更さ
れた CustomerPropertyManager.getProperty(PropertyLocator 
loc, String pSetName, String pName) が使われています。

CustomerPropertyManager (通常は ProfileWrapper または <um:getProfile> 
JSP タグによってアクセス ) から明示的プロパティを取得するこ とはできません。
CustomerValue オブジェク ト を使用します。 このオブジェク トは、 キャ ッシュす
るか、 またはセッシ ョ ンで保持して顧客 EJB を繰り返しロードするのを防ぐこ と
ができます。 

注意 : CustomerPropertyManager.getProperty(String customerName, 

String pSetName, String pName) を使用して暗黙的プロパティを

取得しないでください。 このメ ソ ッ ドを使用する と、 顧客エンティ
ティ  EJB がロード されます。 代わりに、
CustomerPropertyManager.getProperty(PropertyLocator loc, 

String pSetName, String pName) を使用します。このメ ソ ッ ドは、
今回のパッチによって 「entityPropertyCache」 を使用するよ うに

変更されています。 ProfileWrapper および <um:getProperty> タグ
を使用して、 適切なメ ソ ッ ドにアクセスします。

表 3  ポータル開発および管理に関する確認済みの制限事項と回避策 (続き )
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CR103950 データ同期エラー

問題 データ同期に失敗して次のエラー メ ッセージが表示されるこ とがあ り ます。 
The data sync client (running Windows) reports: 

java.net.SocketException:socket write error (code=10055) 

The server reports a 
com.bea.p13n.management.data.message.XmlMarshalException caused 
by something like: 

org.xml.sax.SAXParseException: 

The element type "description" must be terminated by the matching 
end-tag "</description>"

プラ ッ ト
フォーム

Windows

回避策 データ同期を再試行します。 マシンの再起動が必要になるこ とがあ り ま
す。

CR105276 JVM 内の ContentCache をすべてクリアする API の提供。

問題 コンテンツ JSP タグでは、 CM システムで使用される  p13n.Cache メカニズムの他
に、 ContentCache メカニズムを使用してキャ ッシングを実行します。 
現在のと ころ、 サーバの稼働中にセッシ ョ ン  スコープまたはアプリ ケーシ ョ ン ス
コープの ContentCache をク リ アする方法はあ り ません。 24 時間体制のオペレー
シ ョ ンにおいて、 CM システムはたまにしか更新されないため、 コンテンツ  JSP タ
グはセッシ ョ ン スコープまたはアプリ ケーシ ョ ン スコープの ContentCache を使用
して、 古くなったコンテンツを配信し続けます。

プラ ッ ト
フォーム

すべて

表 3  ポータル開発および管理に関する確認済みの制限事項と回避策 (続き )
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回避策 7.0 SP4 では、 コンテンツ  キャ ッシュの更新を指示するために、
com.bea.p13n.content.ContentCache ク ラスに新しい API flush() が導入さ
れています。 パフォーマンスへの影響を最小限にするために、 このソ リ ューシ ョ
ンでは、 レイジー バインディングによってコンテンツ  キャ ッシュのフラ ッシュが
次のアクセスまで延期されます。

新しい API は、 セッシ ョ ン スコープおよびアプリ ケーシ ョ ン スコープのコンテン
ツ キャ ッシュにのみ適用されます。 ページ スコープおよびリ クエス ト  スコープの
キャッシュは、 各ページまたはリ クエス トが終了する と自動的に期限切れになり
ます。

セッシ ョ ン レプ リ ケーシ ョ ンを使用するク ラスタ環境では、 デプロイ されている
管理対象ノードおよび JVM ごとにこの API を呼び出して、セッシ ョ ン  スコープの
コンテンツ キャ ッシュをすべてク リ アする必要があ り ます。

CR106539 WebLogic Commerce Server サンプル ド メ インと  PointBase バージ ョ ン 
42ECF183 を併用した場合に断続的に発生する障害。

問題 PointBase バージ ョ ン 42ECF183 には、 ポータル アプリ ケーシ ョ ン サービス  リ ク
エス ト時に、 明らかなハングおよびセッシ ョ ン タイムアウ ト を引き起こすおそれ
がある障害がいくつかあ り ます。 さ らに、 このバージ ョ ンの PointBase は、 データ
同期中に PointBase 内部エラーを引き起こす場合があ り ます。 

プラ ッ ト
フォーム

PointBase バージ ョ ン 42ECF183

回避策 Portal 7.0 では、 このバージ ョ ンの PointBase を使用しないこ とをお勧めします。 

注意 : PointBase は、 Pure Java のリ レーシ ョナル データベース管理システムであ
り、 サンプル コードを実行できるよ うに WebLogic Platform に同梱されて
います。 PointBase はアプリ ケーシ ョ ンの設計、 開発、 および検証のみを
サポート対象と しており、 プロダクシ ョ ン サーバへのデプロイ メン トはサ
ポート していません。 プロダクシ ョ ン環境で使用するには、 特別な 
PointBase プロダクシ ョ ン ライセンスを入手してください。

CR109615 java.lang.StackOverflowError を引き起こす再帰の問題が Webflow で発生す
るおそれがある。

問題 SP4 のリ リースで、 ポート レッ トの Webflow がネームスペースを認識できるよ う
になったこ とによ り、 既存の Webflow、 特に 7.0 SP4 よ り前の WLP サンプルに基
づく  Webflow で再帰の問題が発生するおそれがあ り ます。 詳細については、
「CR109615 に関する補足情報」 を参照してください。

表 3  ポータル開発および管理に関する確認済みの制限事項と回避策 (続き )
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CR109615 に関する補足情報

SP4 のリ リースで、 ポート レッ トの Webflow がネームスペースを認識できるよ
うになったこ とによ り、 既存の Webflow、 特に SP4 よ り前の WLP サンプルに基
づく  Webflow で再帰の問題が発生するおそれがあ り ます。 この問題は例によっ
て十分に説明されていますが、 さまざまな理由によ り  Webflow に影響を与える
場合があ り ます。

新しいポータル Web アプリ ケーシ ョ ンの作成時に取得する標準のポータル 
Webflow には、 たとえばワイルドカード表示更新イベン ト  
(bea.portal.framework.internal.refresh) が含まれています。 このイベン トは 
preProcessor (com.bea.portal.appflow.processor.PreProcessor) に転送さ
れ、 そこから  postProcessor コンポーネン ト  
(com.bea.portal.appflow.processor.PostProcessor) に渡されます。 イベン
トのタイプに関係なく、 postProcessor はポータル内の全ポート レッ トの更新を
試みます。

7.0 SP2 の e2e サンプルの b2c アプリ ケーシ ョ ンでは、 カタログ ポート レッ ト  
Webflow、 特に addProductItemToShoppingCart Pipeline コンポーネン トの処
理中にエラーが起きる と問題が発生します。 Pipeline コンポーネン トが 
PipelineException を送出する と、 catalogportlet Webflow は、 ポータル 
ネームスペース内のエラー プレゼンテーシ ョ ン ノード  (error.jsp) のプロキシで
あるプロキシ ノード  portal_error に転送され、 標準の Webflow エラー ページ
が表示されます。 この Webflow の他のエラーもすべて同じ方法で転送されます。

ユーザがポータルの [Products] タブ (URL - 
http://localhost:7501/b2cPortal/application?origin=hnav_bar.jsp&;event=bea.portal.fr
amework.internal.refresh&pageid=Products) を再度ク リ ッ ク しよ う とする と、 ポー

プラ ッ ト
フォーム

すべて

回避策 一般的には、 ポータル ネームスペースへのパスが設定されたポート レッ ト  
Webflow の使用を避けます。 少なく と も、 7.0 SP4 よ り前のサンプルに基づくポー
タルおよびポート レッ トのすべての Webflow が、 それぞれのエラー ノード  
(\framework\error\error.jsp を使用 ) を持つよ うに更新します。 これによ り、 ポート
レッ トの Webflow がポータル ネームスペースになるこ とを避けられます。 再帰が
発生するその他のケースでも、 この情報に基づいて Webflow を確認してください。

表 3  ポータル開発および管理に関する確認済みの制限事項と回避策 (続き )
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タルの表示更新イベン ト  (bea.portal.framework.internal.refresh) が ト リ
ガされ、 最終的に postProcessor はすべてのポート レッ トの更新を試みるこ とに
な り ます。 

catalogportlet が更新されても  (bea.portal.framework.internal.refresh)、 その 
Webflow catalogportlet では前述のエラーの状態が保持されます。 つま り、
catalogportlet はポータル ネームスペースの error.jsp にあ り ます。 Webflow 
エグゼキュータは、 ポータルのエラー ノードに固有の表示更新イベン ト を認識
しないため、 フォールバッ クを行ってワイルドカードを使用します。 その結果、
postProcessor に戻るこ とにな り、 スタ ッ クのオーバーフローが発生するまで
ポート レッ トの更新が繰り返されます。

catalogportlet Webflow への別のエン ト リ  ポイン ト を見つけるこ とによ り、
問題を回避できる場合もあ り ます。 たとえば、 e2e アプリ ケーシ ョ ンで [My 
Avitek] ページの下部にはカタログに戻る商品リ ンクが設定されており、
catalogportlet Webflow を使用可能な状態に戻すこ とができます。

この問題を解決する最良の方法は、 各 Webflow でエラー ページを変更するこ と
です。 ポータル ネームスペースにフローを転送してそのエラー ノードを使用す
るのではなく、 それぞれのポート レッ ト  ネームスペースにエラー プレゼンテー
シ ョ ン ノードを作成し、 同一の error.jsp を使用します。 これによ り、 ポート
レッ ト自身の更新パスを使用して各ポート レッ ト を回復できます。 一般に、 ポー
ト レッ ト  Webflow をポータル Webflow に転送するこ とは必ずしも得策ではあ り
ません。 これを実行する場合は、 何らかの復帰の手段を内部的に講じる必要があ
り ます。 SP4 に付属しているサンプルは、 このよ うに更新されています。

Webflow でネームスペースが変更されない lastContentUrl ノードのよ うな一
部の例外もあ り ます。 これは、 このノードがポート レッ トの最後の状態に戻す機
能を備えているからです。 さ らに、 一連の Webflow を作成するこ と も考えられ
ます。 その際、 ポート レッ ト  Webflow をポータル フローに正常に転送し、 最終
的には元に戻しますが、 これには十分な注意が必要です。 また、 特別なプロセッ
サを少なく と も  1 つ以上作成する必要があ り ます。 このプロセッサには、 前述の
よ うなルーティングを受け入れ、 元のネームスペースへのフローの復帰を処理す
るための機能を用意しなければなり ません。 

e2e の b2c アプリ ケーシ ョ ンのログイン プロセスは、 ク ロス  Webflow ネームス
ペースがいかに有用なもので、 と きには必須のものであるかを示しています。 こ
のプロセスは、 security.wf で始まる  3 つの Webflow に関連しています。 正常に
ログインする と、 Webflow は user_account.wf に転送され、 最終的にはポータル
が表示されるポータル ネームスペースになり ます。 この場合、 ログイン プロセ
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スは基本的にポータル ページへの一方向パスなので、 このパスは意味を成しま
す。 さ らに、 [ ログアウ ト ] ボタンを押してこの Webflow に戻るこ と もできま
す。

スタ ッ クのオーバーフローを引き起こす Webflow と ログイン Webflow を区別す
るも うひとつの特徴は、 ログイン Webflow は特定のポート レッ トに関連付けら
れていないこ とです。 この特徴と、 更新メカニズムを理解するこ とが、 再帰の問
題を回避ための重要なポイン トです。 再起の問題は、 ポート レッ トの Webflow 
が最終的にポータル ネームスペースになり、 戻る方法がないと きに問発生する
こ とに留意してください。 ポータルの表示更新イベン トが発生する とポート レッ
トは更新されますが、 ポート レッ トの Webflow はポータル ネームスペースにあ
るため、 Webflow は、 ポート レッ ト を更新する試みへと戻すポータルの更新パ
スをたど り ます。 これが再帰ループです。

ブラウザに関する問題

この節では、 ブラウザの問題に関する確認済みの制限事項と回避策について説明
します。

表 4  ブラウザに関する確認済みの制限事項と回避策
CR035576 ブラウザでクッキーを受け付けなければならない。 

問題 Administration Tools を使用する場合は、 ブラウザでク ッキーを受け付けなければ
なり ません。 

プラ ッ ト
フォーム

すべて

回避策 ク ッキーを受け付けるよ うにブラウザのオプシ ョ ンを設定して ください。

CR040263 ブラウザのキャッシュを自動に設定すると、 Portal Administration Tools で
異常な動作が発生する。

問題 キャッシュの設定が [確認しない ] または [自動的に確認する ] に指定されている
と、 そのセッシ ョ ンで 2 回目のリ クエス ト送信時に、 キャ ッシュに格納されている
ページが返されるこ とがあ り ます。 

プラ ッ ト
フォーム

すべて
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回避策 Administration Tools を使用する と きは、 ブラウザのキャ ッシュの設定を、
Microsoft Internet Explorer の場合は [ページを表示するごとに確認する ] に、
Netscape の場合は [毎回 ] にそれぞれ設定する必要があ り ます。
Netscape ブラウザの場合、 キャ ッシュのチェッ クを無効にするオプシ ョ ンは、
ポータル フレームワークでは動作しません。 情報が失われます。 Netscape ブラウ
ザのこのオプシ ョ ンは、 [編集｜設定｜詳細｜キャッシュ ] をク リ ッ ク し、 [
キャ ッシュしたドキュ メン ト とネッ ト ワーク上のドキュ メン ト との比較 ] で確認で
きます。 Netscape を使う と きは、 [毎回 ] オプシ ョ ンを指定します。
Internet Explorer ブラウザの場合、 キャ ッシュのチェッ クを無効にするオプシ ョ ン
は、 ポータル フレームワークでは正し く動作しません。 Internet Explorer ブラウザ
のこのオプシ ョ ンは、 [ ツール｜インターネッ ト  オプシ ョ ン｜全般｜インターネッ
ト一時ファイル｜設定 ] をク リ ッ ク し、 [保存しているページの新しいバージ ョ ン
の確認 ] で確認できます。 Internet Explorer を使う と きは、 [ページを表示するごと
に確認する ] オプシ ョ ンを指定します。

CR044871 ク ッキーを有効にした Netscape でコマース テンプレートが正し く動作する
には、 weblogic.xml で CookieDomain を設定する必要がある。

問題 Netscape ブラウザを使用している場合、 HTTP から  HTTPS に切り替える とセッ
シ ョ ン ク ッキーが失われます。 これは、 Netscape では HTTPS ポートへの切り替え
が別のサーバへの切り替えと して認識されるためです。 Microsoft Internet Explorer 
ではこの問題は発生しません。 詳細については、
http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/servlet/progtasks.html#141632 を参照して
ください。 

プラ ッ ト
フォーム

すべて、 Netscape 4.5 以降を使用した場合

表 4  ブラウザに関する確認済みの制限事項と回避策 (続き )
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回避策 WebLogic Commerce Server の Web アプリ ケーシ ョ ンの weblogic.xml に、 セッ
シ ョ ン パラ メータが追加されました。 この weblogic.xml ファ イルは、
PORTAL_HOME\applications\wlcsApp\wlcs\WEB-INF ディ レク ト リにあ り ます。
<session-param> <param-name>CookieDomain</param-name> 
<param-value>.mycompany.com</param-value> </session-param> 
Netscape で WebLogic Commerce Server の Web アプリ ケーシ ョ ンを使用する前に、
これらのタグのコ メン ト を解除し、 weblogic.xml の CookieDomain パラ メータの値
を mycompany.com から実際のド メ イン名に変更してください。
CookieDomain を設定する場合は、 サーバに対する リ クエス トの URL でこの値を
使用する必要があ り ます。 たとえば、 http://mymachine:7501 ではなく  
http://mymachine.mycompany.com:7501 を使用します。 このよ うにしないと、 セッ
シ ョ ンが失われる場合があ り ます。

CR076455 Netscape では、 Administration Tools で属性の設定を保存すると、 間違った
ポータル ページに戻る。

問題 Netscape のキャッシュの問題によ り、 Administration Tools でポータル ページを保
存したと きにページが更新されない場合があ り ます。

プラ ッ ト
フォーム

Netscape 4.x

回避策 Netscape のキャッシュに関する問題を解決するには
1. Netscape で、 [編集｜設定｜詳細｜キャッシュ ] を選択します。
2. [ メモ リ  キャ ッシュ ] フ ィールド と  [ディ スク  キャ ッシュ ] フ ィールドを  0 に設
定します。

CR076801 6.2.3 より前のバージ ョ ンの Netscape を使用すると、 ログインの際に問題が
発生する。

問題 正常にログインできたよ うに見えても、 以降の画面の動作が異なり ます。 たとえ
ば、 再びログインを求められたり、 ログインのリ ンクが表示されたままになって
いたり します。

プラ ッ ト
フォーム

Netscape

表 4  ブラウザに関する確認済みの制限事項と回避策 (続き )
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システム管理に関する問題

この節では、 一般的なシステム管理の問題に関する確認済みの制限事項と回避策
について説明します。 以下の表に加えて、 詳細については後の節も参照して くだ
さい。

回避策 Netscape 6.2.3 以上をインス トールするか 6.2.3 にアップグレード し、 Web アプリ
ケーシ ョ ンの weblogic.xml ファ イルで CookieDomain セッシ ョ ン パラ メータのコ
メン ト を解除します。 Netscape の旧バージ ョ ン (4.7x) を使用する必要がある場合
は、 weblogic.xml ファ イルの CookiePath パラ メータのコ メン ト も解除する必要が
あ り ます。 

表 4  ブラウザに関する確認済みの制限事項と回避策 (続き )

表 5  システム管理に関する確認済みの制限事項と回避策
CR058782 T3 クライアン ト を使う と、 ログインしな く てもデータベースに接続できる。

問題 WebLogic Portal サンプル アプリ ケーシ ョ ンのデフォルトでは、 guest ユーザが有
効になっています。 そのため、 T3 ク ライアン トはログインしないでデータベース
にアクセスできます。

ド メ インの config.xml ファ イルで GuestDisabled=true を設定して guest 
ユーザを無効にしよ う とする と、 WebLogic Portal で例外が発生します。

プラ ッ ト
フォーム

すべて

回避策 この問題には、 2 つの回避策があ り ます。

接続フ ィルタを作成する。

標準のネッ ト ワーク  セキュ リティ手段を使ってサーバを保護する。 たとえば、
ファ イアウォールを作成して保持できます。

CR060432 WebLogic Server Administration Console を使って、 RDBMSRealm 代理
プールのサイズをコンフ ィグレーシ ョ ンできない。

問題 RDBMSRealm は、 代理プールのサイズを  MBean から読み取り ません。

プラ ッ ト
フォーム

すべて
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回避策 p13n_system.jar に com/bea/p13n/security/realm/realm.properties を
格納し、 次のプロパティを指定します。 delegatePool.size=5

このプロパティを追加する と、 プール サイズを変更できます。

CR060470 ルール エンジンの ContextPoolFactory に対する容量設定について、 マニュ
アルに記述されていない。

問題 資格エンジンは能力に基づく認証システムで、RoleMapping と  AccessDecision 
とい う  2 つの主要な機能で構成されています。 どちらの機能もルール エンジンを
使用します。 ContextPoolFactory の部分は、管理対象のコンテキス ト  プール イ
ンスタンスの容量を設定する容量パラ メータを使用します。 このパラ メータのデ
フォルト値は 16 で、 これは WebLogic Server の実行スレッ ドのデフォルト数に近
い値です。 容量パラ メータのデフォルト値を変更してさ らに大きな値を設定する
と、 資格エンジンのパフォーマンスが出荷時の設定よ り低下する場合があ り ます。

プラ ッ ト
フォーム

すべて

回避策 容量パラ メータを変更する場合は、 p13n_util.jar のルートにある  
entitlements-access-decision.properties ファ イルを変更する必要があ り ます。 このパ
ラ メータには、 Weblogic.system.executeThreadCount に近いまたは等しい値を設定
する必要があ り ます。

CR062413 ユーザに対する 「ldap」 プロパテ ィ  セッ ト を検索すると、
「ProfileSystemException: The default entity property manager was not 
found at the ejb-ref java:comp/env/ejb/LdapPropertyManager」 が発
生する。

問題 この問題は、 ldapprofile.jar の LdapPropertyManager UUP をデプロイしな
いで、 「ldap」 とい う名前のプロパティ  セッ ト  (ユーザ プロファイル ) を 
E-Business Control Center で作成した場合にのみ発生します。 usermgmt.jar の 
UserProfileManager は、 LdapPropertyManager UUP を 「ldap」 プロパティ  
セッ トにマップするよ うに設定された ejb-jar.xml デプロイ メン ト記述子に付属
しています。 これは、 LDAP UUP を設定するコンフ ィグレーシ ョ ンを簡単にする
ためです。

プラ ッ ト
フォーム

すべて

表 5  システム管理に関する確認済みの制限事項と回避策 (続き )
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回避策 LdapPropertyManager を使用して 「ldap」 プロパティを検索する場合は、 忘れず
に ldapprofile.jar EJB JAR をデプロイします。 マニュアルの手順に従ってこのデプ
ロイを行います。 一方、 デフォルトのポータル スキーマから 「ldap」 プロパティ
を検索する場合は、 usermgmt.jar の UserProfileManager に対する  
ejb-jar.xml 記述子で設定されている 「ldap」 プロパティへのマッピングを削除
します。 

CR065592 WebLogic Server LDAP レルム V1 レルムからのプロパティの検索に関して
問題がある。

問題 LDAP レルム V1 のプロパティの検索に関して問題があ り ます。 ド メ インの 
config.xml ファ イルでは、 ユーザとグループの識別名 (DN) がルートから リーフ
の順になっている必要があ り ますが (o=company.com,ou=People)、 これは 
ldapprofile.jar デプロイ メン ト記述子ファイルで求められる  LDAP のリーフ
からルート という正しい規則 (ou=People,o=company.com) の逆であるためです。

プラ ッ ト
フォーム

すべて

回避策 LDAP V1 の場合は、 以下のファイルでは、 userDN と  groupDN の値に対して次の
順序を使用して ください。

config.xml ファ イル : o=company.com,ou=People

ldapprofile.jar の ejb-jar.xml ファ イル : ou=People,o=company.com

注意 : この問題は、 WebLogic Server LDAP V2 レルムでは解決されています。
config.xml ファ イルにおいても、 正しいリーフからルートの順序規則が
要求されるよ うになっています。

CR072965 Sybase ASE : クライアン ト とサーバで文字セッ トが異なるときのデータ取得
の問題。

問題 Sybase では、 複数の TEXT タイプ フ ィールドが DDL で定義されています。 ク ラ
イアン ト とサーバの文字セッ トが異なっていて、 サーバから ク ライアン トへの文
字セッ トの変換でデータ  サイズが変化する場合は、 データを取得する際に問題が
発生します。

プラ ッ ト
フォーム

NT

表 5  システム管理に関する確認済みの制限事項と回避策 (続き )
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回避策 次のいずれかの方法を使用します。

文字セッ トの変換をオフにして、 テキス ト  データの変換をク ライアン ト  サイ
ドで行う。 文字セッ トの変換は、 完全にオフにするこ と も、 テキス ト  フ ィール
ドの SELECT だけをオフにするこ と もできます。 

サーバと同じ文字セッ ト を使用するク ライアン トから、 データにアクセスす

る。 Unicode 対応のサーバでは、 文字セッ ト と して Unicode を使用するク ライ
アン ト を使う こ とにな り ます。

CR074989、
CR077981

WebLogic Builder が WebLogic Portal モジュールのロードに失敗する。

問題 WebLogic Builder で開く  EJB JAR は、 スタンドアロンで使用するものと想定され
ています。 WebLogic Portal に含まれる  JAR ファ イルは、 スタンドアロンでは使用
できません。 また、 お使いの JAR ファ イルもスタンドアロンでは使用できない可
能性があ り ます。 WebLogic Portal では、 JAR ファ イルがシステム ク ラスパスに存
在している必要があ り、 JAR のク ラスパス  マニフェス ト  エン ト リ を使って EJB 
JAR から他の JAR をインクルード します。

プラ ッ ト
フォーム

すべて

回避策 WebLogic Builder の起動に使用するスク リプ ト を変更し、 必要な JAR をシステム 
ク ラスパスに追加します。 この変更によって、 WebLogic Builder は、 WebLogic 
Portal に付属する  JAR ファ イルを開く よ うにな り ます。

CR075712 プレースホルダ サービスが、 データベース レルムのバウンスで 
HeuristicMixedException を送出する。

問題 RDBMS レルムの接続が失われた場合、 またはデータベースでバウンスがある場合、
プレースホルダ サービスは javax.transaction.HeuristicMixedException 
エラーを生成します。

プラ ッ ト
フォーム

すべて

回避策 プロダクシ ョ ン環境でこのエラーが発生するこ とはほとんどあ り ません。

接続プールで TestConnectionsOnReserve パラ メータの設定を true にリセッ ト
して ください。 プールから接続を配布する前の接続テス トでは、 パフォーマンス
が多少低下します。

表 5  システム管理に関する確認済みの制限事項と回避策 (続き )
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CR075729、
CR075730

Console で作成した新しいサービスが、 管理対象サーバで登録されない。

問題 Console で新しいサービスを作成する と  (新しいキャ ッシュの作成など )、 管理
サーバの Config インスタンスは作成されますが、 管理対象サーバでは作成されま
せん。 アプリ ケーシ ョ ンを再デプロイしても問題は解決しません。

プラ ッ ト
フォーム

すべて

回避策 J2EEListener がコンフ ィグレーシ ョ ンされた新しい weblogic-application.xml 
ファ イルをアプリ ケーシ ョ ンで使用する必要があ り ます。

CR077070 AIX 4.3.3-DB2 7.2 Native/Stockportal では、 ユーザの作成に関して問題があ
る (7.0、 7.0 SP1、 7.0 SP2 のみ )。

問題 JDK 1.3.1 に付属する  IBM JAAS ファ イルでは、 さまざまな例外が発生します。

プラ ッ ト
フォーム

AIX

回避策 JDK 1.3.1 に付属する  IBM JAAS ファ イルを削除してください。
ファ イルを削除するには

1. 次のディ レク ト リに移動します。 BEA_HOME/jdk131/jre/lib/ext

2. jaas.jar ファ イルと  jaas_lm.jar ファ イルを削除します。 

警告 : ファ イルの名前を変更するこ とはできません。 ファ イルを削除するか、
別の場所に移動する必要があ り ます。

CR079132 データベースを切り替えた後、 最初はサービスとしてのインストールが機能
しない。

問題 PointBase から他のデータベース  (MSSQL、 Oracle、 DB2、 Sybase) に切り替えて、
サービス と してのインス トールが完了した後では、 鍵が作成されないため (鍵が存
在しない場合も含む )、 サービスは正常に開始しません。 具体的には、 クレジッ ト  
カードの暗号化 /復号化用に新しい鍵の作成を求めるプロンプ トが表示されます。

プラ ッ ト
フォーム

すべて

回避策 サービス と して実行する前にサーバを 1 回実行し、データベースのテーブルを設定
します。

表 5  システム管理に関する確認済みの制限事項と回避策 (続き )
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CR079981 ク ッキー名が設定されていない場合、 iplanet fast track 4.1 プロキシに障害が
発生する。

問題 ポータルの weblogic.xml ファ イルからセッシ ョ ン記述子 CookieName を削除す
る と、 デフォルト値 JSESSIONID が強制的に使用されます。 デフォルトのク ッ
キー名を使用する と、 iPlanet FastTrack 4.1 の httpd.exe が終了する場合があ り ま
す。

プラ ッ ト
フォーム

すべて

回避策 weblogic.xml ファ イルからセッシ ョ ン記述子の CookieName パラ メータを削除
しないでください。 

CR079368 WebLogic Portal 7.0 における LDAP V2 レルムのサポート

問題 WebLogic Portal 7.0 のサイ トで CustomRealm を実装する場合は、 これまで 
WebLogic Server 6.1 の config.xml ファ イルで提供されていたサンプルの 
CustomRealm の定義が必要です。 WebLogic Portal は、 WebLogic 7.0 の 
Compatibility Security モジュールを使用します。 

プラ ッ ト
フォーム

すべて

回避策 config.xml ファ イルで CustomRealm を使用します。
http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wlp/docs70/dev/securty.htm#1001331 を参照
して ください。

CR080305 PointBase で新しいカタログ カテゴリを作成できない。 

問題 PointBase を使用する  WebLogic Commerce Server ド メ インでは、 カテゴ リの作成
が機能しません。

プラ ッ ト
フォーム

PointBase

回避策 この問題は PointBase のバグが原因で発生します。 WebLogic Portal に付属してい
る  PointBase データベースは評価版であ り、 開発やプロダクシ ョ ン環境での使用を
想定していません。 PointBase から別のサポート対象データベースに切り替えるこ
とをお勧めします。 なお、 お送りいただく電子メールには、 WebLogic Portal 7.0 
Service Pack 4 のマニュアルをお使いであるこ とを明記して ください。

表 5  システム管理に関する確認済みの制限事項と回避策 (続き )
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CR086602 の回避策

この回避策は、 アプリ ケーシ ョ ンだけでなく ド メ インのウ ィザード  テンプレー
トでも行う必要があ り ます。 製品のインス トール ディレク ト リ全体を検索すれ
ば、 EJB JAR ファ イルが見つかり ます。

CR083045 Thin ド ライバを使用する Oracle 8.1.7 では、高負荷時に OutOfMemoryError 
が発生する。

問題 Oracle 8.1.7 対応の Thin ド ラ イバを使用した場合、 負荷がかかる と  
java.lang.OutOfMemoryError 例外と  
weblogic.transaction.internal.TimedOutException 例外のいずれかまた
は両方が発生します。

プラ ッ ト
フォーム

すべての OS、 Oracle 8.1.7 Thin ド ラ イバ

回避策 新しいバージ ョ ンの Thin ド ラ イバを入手するには、最新バージ ョ ンの Oracle 8.1.7 
をダウンロード してインス トールして ください。 7.0 SP4 以降を使用している場合
は、 BEA WebLogic Platform SP4 にバンドルされている  Thin ド ラ イバを使用して
ください。

CR086602 ポータルの委託管理に関連付けられているグループの名前 
( 「SystemAdministrator」、 「DelegatedAdministrator」、 「AdminEligible」 ) 
を変更するには、 特別な手順を実行しなければならない。 

問題 Service Pack 2 では、 委託管理のグループ名と して、 定数値ではなくデプロイ メン
ト記述子 (<env-entry>) の情報を使用するよ うに DelegatedAdminManager EJB が変
更されました。 AdminResourceManager EJB と  VisitorUserManager EJB、 および 
DelegatedAdminManager タグ ライブラ リの 2 つの JSP タグ ク ラスは、 新しい 
DelegatedAdminManager を利用するよ うに変更されました。 

プラ ッ ト
フォーム

すべて

回避策 Service Pack 2 で加えられた変更を利用して、 委託管理に対するグループ名の変更
を可能にするには、 「SystemAdministrator」 グループと 「DelegatedAdministrator」
グループを含む EJB と  Web アプリ ケーシ ョ ンのデプロイ メン ト記述子におけるセ
キュ リティ  ロール マッピングをすべて変更する必要があ り ます。 詳細な回避策に
ついては、 後述の 「CR086602 の回避策」 を参照してください。

表 5  システム管理に関する確認済みの制限事項と回避策 (続き )
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ロール マッピングの変更に加えて、 usermgmt.jar に含まれる  UserManager 
EJB デプロイ メン ト記述子 (META-INF/ejb-jar.xml) の ProtectedGroupNames 
のリ ス ト も更新する必要があ り ます。 

EJB に対するロール マッピングを変更するには、 EJB JAR から  
META-INF/weblogic-ejb-jar.xml を抽出し、 セキュ リ ティ  ロール マッピング
のグループ名を編集して、 新しい META-INF/weblogic-ejb-jar.xml で EJB 
JAR を更新する必要があ り ます。 作業ディ レク ト リが深くネス ト している場合
は、 「jar uvf campaign.jar META-INF/weblogic-ejb-jar.xml」 などのコマ
ンドの使用に十分注意してください。 作業ディ レク ト リへのパスが長すぎる と、
jar コマンドで処理できない場合があ り ます。 その場合は、 ルート  ディ レク ト リ
に近いディ レク ト リに JAR ファ イルをコピーして更新し、更新後の JAR を J2EE 
アプリ ケーシ ョ ン ディレク ト リに戻して ください。

Web アプリ ケーシ ョ ンに対するロール マッピングを変更するには、
WEB-INF/weblogic.xml の security-role-assignments を更新する必要があ り ます。 

たとえば、 次に示すのは、 7.0 Service Pack 1 の sampleportal の J2EE アプリ ケー
シ ョ ンに対する  EJB JAR のうち、 更新を必要とするロール マッピングを含むも
のの一覧です。 

campaign.jar 

catalogws.jar 

customer.jar 

ebusiness.jar 

ldapprofile.jar 

mail.jar 

placeholder.jar 

portal.jar 

rules.jar 

usermgmt.jar. 

META-INF/ejb-jar.xml: usermgmt.jar の ProtectedGroupNames の env-entry 
を忘れずに変更して ください。

たとえば、 7.0 SP1 の sampleportal の J2EE アプリ ケーシ ョ ンに対する  Web アプ
リ ケーシ ョ ンのうち、 更新を必要とするロール マッピングを含むものには、
datasync、 tools、 toolSupport などがあ り ます。 委託されたポータル管理者がすで
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に存在する既存のインス トール環境では、 これらのロール マッピングを変更し
ないでください。 最初に、 WebLogic Server システム管理者またはポータル シス
テム管理者と してポータル JSP 管理ツールにログインし、すべてのポータル管理
者とグループ管理者を削除します。 

新しいグループ名マッピングを受け入れるよ うにサーバを再コンフ ィグレーシ ョ
ンした後は、 ポータル JSP 管理ツールを使用してすべてのポータル管理者とグ
ループ管理者を作成できます。 

インターナシ ョナライゼーシ ョ ンに関する問題

この節では、 インターナシ ョナライゼーシ ョ ンの問題に関する確認済みの制限事
項と回避策について説明します。

CR070746 メインの国際化バンドルが存在しない場合、 WebLogic Portal は共通の国際
化バンドルを取得しない。 

問題 英語以外のローカライズの場合、 たとえば <file_name>.jsp という名前の JSP 
があ り、 <custom_bundle>_<language_type>.properties とい う名前のカス
タム リ ソース  バンドルを使用する場合は (i18n:getMessage タグの bundleName 
属性を使用 )、 <file_name>.jsp と同じディ レク ト リ内に、 対応する  
<file_name>_<language_type>.properties ファ イルが存在しなければなり
ません。 このファイルがないと、 getMessage タグは 
<custom_bundle>_<language_type>.properties のリ ソースを認識できませ
ん。 

プラ ッ ト
フォーム

すべて

回避策 JSP のディ レク ト リに、 サポート対象言語ごとに 1 つのデフォルト  リ ソース  バン
ドルを必ず格納します。 たとえば、 フランス語ロケールをサポートする場合、
/store/shopping_cart.jsp とい うページに対しては、 /store/shopping_cart_fr.properties 
とい う名前のファイルが必要です。 英語のみのページに対して、 この回避策を使
用する必要はあ り ません。 
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CR083635 マルチバイ ト文字セッ トのデータを使用すると、 税金サービスが 
CharConversionException を送出する。

問題 WebLogic Commerce Server のサンプル アプリ ケーシ ョ ンでは、 配送先住所にマル
チバイ ト文字セッ トが使用されている と、 税金サービスが次の例外を送出します。
"CharConversionException: Illegal ASCII character."

プラ ッ ト
フォーム

すべて

回避策 税金サービスで UTF-8 文字を使用する場合は、
weblogic.webservice.i18n.charset システム プロパティを 「utf-8」 に設定し
ます。 そのためには、 起動スク リプ ト を変更して次のシステム プロパティを追加
します。

-Dweblogic.webservice.i18n.charset="utf-8"

CR084957 マルチバイ ト文字を含む外部コンテンツが、 es:uriContentes タグで正し く
表示されない場合がある。

問題 指定された URI の HTTP 応答で HTTP CONTENT-TYPE ヘッダーに 「charset」 属性
が含まれていない場合は、 es:uriContent によるマルチバイ ト文字の表示が乱れ
ます。 

プラ ッ ト
フォーム

すべて
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回避策 es:uriContent タグが取得したコンテンツに対して使用する文字コード化方式を
決定できるよ うに、 新しいオプシ ョ ンのタグ属性 「charset」 が 7.0 SP2 で導入さ
れました。 「charset」 属性の値は、 外部コンテンツの文字コード化方式と互換性
のある有効な MIME 文字セッ ト名でなければなり ません。 es:uriContent タグ
は、 使用する文字コード化方式を以下の順序で決定します。

コンテンツの HTTP CONTENT-TYPE ヘッダーに 「charset」 属性が含まれてい
る場合は、 オプシ ョ ンの 「charset」 タグ属性の有無に関係なく 「charset」 属性
を使用する。

HTTP CONTENT-TYPE ヘッダーに 「charset」 属性が含まれていない場合は、 タ
グで指定されている 「charset」 を使用する。 

注意 : es:uriContent タグは、 文字セッ ト を決定するためにコンテンツの 
META タグをそれ以上検索しません。

HTTP CONTENT-TYPE ヘッダーに 「charset」 属性が含まれず、 タグで
「charset」 属性が指定されていない場合は、 i18n:localize タグによって決定
されたものと同じ文字セッ ト を使用する。

CR111421 訪問者ツールの 「表示対象ポート レッ ト」 セクシ ョ ンのポート レッ ト名を
ローカライズできない。

問題 訪問者ツールの 「表示対象ポート レッ ト 」 セクシ ョ ンのポート レッ ト名は、 イン
ターナシ ョナライズされません。

プラ ッ ト
フォーム

すべて

回避策 7.0 SP4 では、 「render」 タグで PropertyResourceBundle からローカライズされ
たポート レッ ト名を取得するために、 select_properties jsp の template.jsp 
の使用時に、 さ らにリ クエス ト  パラ メータ  "BUNDLE_NAME" を以下のよ うに追加
する必要があ り ます。

<jsp:include page="<%= url %>" >
  <jsp:param name="BUNDLE_NAME"   
value="/framework/tools/select_portlets" />
</jsp:include>

"BUNDLE_NAME" の値は、 キーと してのポート レッ ト表示名を含む基本プロパティ  
ファ イル名です。

指定されたプロパティ  ファ イルでポート レッ ト表示名のキーが見つからない場合
は、 元の英語表示名が表示されます。
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移行に関する問題

この節では、 WebLogic Portal の旧バージ ョ ンから  7.0 への移行に関する確認済
みの制限事項とその回避策について説明します。

この回避策は、 訪問者ツールの 「表示対象ポート レッ ト 」 セクシ ョ ンにのみ適用
されます。 「表示対象ポート レッ ト 」 セクシ ョ ンのインターナシ ョナライズされた
ポート レッ ト名では、 select_portlets.jsp の 「pps.getDisplayName()」 の
インスタンスだけを <i18n:getmessage> タグで囲みます。
指定されたメ ッセージ名がメ ッセージ バンドルで見つからない場合、getMessage 
タグは JSP 例外を送出し、 修正された表示タグはインターナシ ョナライズされて
いないポート レッ ト表示名を単に返すため、 <18:getmessage> タグを手動で追加
する必要があ り ます。

表 6  移行に関する確認済みの制限事項と回避策
CR078184 静的な初期化ブロックのある Java ファイルでのコード移行ツール エラー。

問題 一部のコンパイラは、 単独のセミ コロン 「;」 (空の文 ) を無視しません。 コード移
行ツールのパーサの文法には空の文の概念が含まれていないため、 エラーが発生
する場合があ り ます。

プラ ッ ト
フォーム

すべて
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回避策 この問題を解決するには、 エラーを調べて修正し、 移行ツールをも う一度実行し
て ください。

1. migration.log ファ イルを開きます。
2. 以下のよ うなエラー メ ッセージであるこ とを確認します。

<<Date>> <<Time>> MDT 2002 Message:Code Analysis:parse 
exception: 
com.company.commerce.migration.code.grammar.ParseException:En
countered ";" at
line 26, column 6.
Was expecting one of:
    "abstract" ...
    "boolean" ...
    "byte" ...
  <<etc.>>
    <IDENTIFIER> ...
    "{" ...
    "}" ...
     for file:D:\dev\migration\CodeTest\src\StaticTest.java

3. 余分なセミ コロン (;) を取り除きます。
4. 移行ツールをも う一度実行します。

CR078719 user_account.wf の PostLoginProcessor に新しいイベン トがある。

問題 user_account.wf の postLoginProcessor に WebLogic Portal 4.0 以降の新しい
イベン トがあ り ます。 4.0 では、ポータル Webflow の portalRefreshProcessor 
のイベン トは 「success」 1 つだけでした。 このイベン トは 7.0 でも引き続き存在し
ます。 一方、 新しいイベン トが 2 つあ り ます。 
portalRefreshProcessor にも組み込まれる 「user.login」 イベン トが追加され
ました。 新しいノード  createUserProfileProcessor に組み込まれる
「user.create」 イベン トが追加されました。 4.0 の Webflow を 7.0 の Webflow に変換
するデータ移行ユーティ リ ティは、 新しいイベン ト 「user.login」 と 「user.create」
を追加しません。

プラ ッ ト
フォーム

すべて

回避策 イベン トおよび関連する ノードを  7.0 の user_account.wf ファ イルから移行後の 
4.0 user_account.wf ファ イルに手動でコピーします。

表 6  移行に関する確認済みの制限事項と回避策 (続き )
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その他の注意事項

この節では、 現時点では回避策のない問題について説明します。 たとえば、 サー
ドパーティの欠陥に関する問題や、 WebLogic Portal 7.0 の機能の説明が必要な問
題などです。

1. Windows 2000 における 〔Ctrl〕 + 〔C〕 の動作の違いと、 サーバのシャ ッ ト
ダウンに対する影響。 (CR044098)

〔Ctrl〕 + 〔C〕 の動作が、 Windows 2000 と  Windows NT では異なり ます。 こ
の違いは、 サーバのシャ ッ ト ダウン時にサーバのコンソール ウ ィンド ウで
〔Ctrl〕 + 〔C〕 を入力したと きに発生します。 Windows 2000 の場合は、
〔Ctrl〕 + 〔C〕 を入力する と、 バッチの実行中のステップが停止し、 バッチ 
ジ ョブを中止するかど うかを確認する メ ッセージが表示されます。 「Yes」 を
入力する と、 バッチ ジ ョブはそこで停止し、 他には何も行われません。 その
結果、 意図的にではなく  Java の実行可能プロセスがシステム上で動作したま
まの状態になる可能性があ り ます。 解決策と しては、 Windows 2000 でのプ
ロンプ トに対しては 「No」 と応答して ください。 

注意 : どのプラ ッ ト フォームでも、 PORTAL_HOME の StopPortal.bat/sh プ
ロシージャを実行してサーバをシャッ ト ダウンする方法が推奨されま
す。

2. UNIX の場合、 UpdateLicense.sh で指定するライセンス  ファ イルのパスで
はスペースを使用できない。 (CR044099)

UNIX システムの BEA_HOME ディレク ト リにある UpdateLicense.sh プロ
シージャは、 入力ライセンス  ファ イルへのパス内にあるスペースを受け付け
ません。

3. DOS シェルの QuickEdit モードによって、 WebLogic Portal のサーバ プロ
セスがロ ッ ク される場合がある。 (CR059100)

Microsoft Windows システムでは、 WebLogic Portal のサーバ プロセスは 
DOS シェルで動作します。 Windows の一部のリ リースでは、 QuickEdit モー
ドがデフォルトでアクティブになり ます。 このモードがアクティブになって
いる場合、 DOS ウ ィンド ウ内でマウスをク リ ッ ク した りポインタをド ラ ッグ
した りする と、 キーを押すまでコンソールがロ ッ ク されます。 

4. wlcs_customer タイプのユーザは、 CustomerProperties プロパティ  セッ トか
らデフォルト値を継承できない。 (CR059684)
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wlcs_customer タイプのユーザに対しては、 CustomerProperties プロパ
ティ  セッ トのプロパティを  null に設定できないので、 このタイプのユーザ
はプロパティ  セッ トのデフォルト値を継承できません。 この問題は、 顧客以
外のプロファ イル、 および顧客プロファ イルの他のプロパティには影響しま
せん。

CustomerProperties の値を nullに設定する と、 WebLogic Portal 
Administration Tools では CustomerProperties プロパティ  セッ トに対する
継承されたデフォルト値が表示されますが、 getProperty の呼び出しからは
空の文字列が返されます。 

5. 要素を削除しても、 その要素が関連付けられているエンティティを再び開い
たと きに警告されない。 (CR060418、 CR061615)

キャンペーンによって参照されているセグメン トやプレースホルダなど、 ド
キュ メン トで参照されている要素を削除した場合、 ドキュ メン ト を再び開い
た時点で、 E-Business Control Center は警告を出しません。

6. IBM DB2 データベースを使用する場合は、 テーブル作成時に LOB カラムの
最大サイズを指定する必要がある。 (CR062937)

IBM DB2 データベースを使用する場合は、 テーブルを作成する と きに LOB 
カラムの最大サイズを指定する必要があ り ます。 DB2 データベースの作成時
または移行時には、 以下で示す LOB カラムの最大サイズが適用されます。

   TABLE COLUMN LOB TYPE/SIZE
P13N
  SAMPLE_UUP_INFO USER_INFO CLOB(8K)
  DATA_SYNC_ITEM XML_DEFINITION CLOB(500K)
  AD_BUCKET AD_QUERY CLOB(25K)
  MAIL_MESSAGE MESSAGE_TEXT CLOB(25K)
  PLACEHOLDER_PREVIEW XML_DEFINITION CLOB(25K)
  ENTITLEMENT_RULESET RULESET_DOCUMENT CLOB(256K)
  CATALOG_PROPERTY_VALUE BLOB_VALUE BLOB(8K)
  PROPERTY_VALUE BLOB_VALUE BLOB(10K)
WLCS
  DISCOUNT DISCOUNT_RULE CLOB(8K)
EVENT/BEHAVIOR TRACKING
  TABLE EVENT XML_DEFINITION CLOB(200K)

7. Oracle に関する制限事項 : JDBC Thin を使用する  UTF8 データベースから
の CLOB データの読み取り。 (CR066757)

Oracle Thin ド ラ イバ 8.1.7 では、 UTF8 データベースからの CLOB の読み取
りに関してバグが確認されています。 10838 個よ り多い 2 バイ ト文字の 
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CLOB データを読み取る と、 エラーが発生します。 Oracle のバグ番号は 
2140668 です。

ただし、 このバグは Oracle Thin ド ラ イバ 9.0.2 では解決されています。

8. p13n サンプル アプリ ケーシ ョ ンの出力で HTML の検証エラーが発生する。
(CR069941)

サンプル アプリ ケーシ ョ ンに対する  HTML 出力では、 ヘッダーだけでなく
本体にも メ タ  タグがあ り、 HTML 4.0.1 の検証エラーの原因になり ます。 す
べてのブラウザはページを表示する際にこのタグを無視するので、 この問題
によるエンド  ユーザへの影響はあ り ません。

9. stopportal.sh ファ イルの実行に失敗する。 (CR070566)

CDE Solaris の環境では、 stopportal.sh を呼び出すアイコンをダブルク
リ ッ ク してサーバを停止しよ う とする と、 サーバは正し くシャ ッ ト ダウンし
ますが、 端末のウ ィンド ウはハングし、 コマンド  プロンプ トに戻るこ と も終
了するこ と もできな くな り ます。 手動でウ ィンド ウを閉じる必要があ り ま
す。 これは CDE Solaris の環境に関して確認されている問題であ り、 BEA 製
品の問題ではあ り ません。

10. E-Business Control Center のインス トール時の画像に UNIX が表示される。
(CR074402)

E-Business Control Center は UNIX インス トーラで提供されていますが、
BEA はこれをサポート していない場合もあ り ます。 詳細については、 サポー
ト対象のプラ ッ ト フォームのページを参照して ください。

11. PointBase でのカタログ ブラウザのコンフ ィグレーシ ョ ンに時間がかかる。
(CR076472)

データベースと して PointBase を使用するコンフ ィグレーシ ョ ンでは、
E-Business Control Center の割引エディ タの ト リガ商品ブラウズ機能の動作
が遅くな り ます。

PointBase データベースを使えば、 WebLogic Portal をインス トールしてすぐ
にいくつかの機能を使用できます。 コマース  テンプレートでのカタログ ブ
ラウズといった一部の機能のパフォーマンスは、 別途セッ ト アップが必要な
他のデータベースを使う と向上する場合があ り ます。

12. 1 つのポータル ページに同じ  Web サービスを使用するポート レッ トが複数
ある と、 それぞれのフ ィールドに同じ情報が設定される。 (CR076353)
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1 つのポータル ページに同じ  Web サービスを呼び出す異なるポート レッ ト
が複数ある と、 Web サービスのフ ィールドに同じ情報が設定されます。

例 : 

Web サービス  Federal Express Tracking を呼び出す異なる  2 つのポート レッ
ト を Portlet Wizard で作成し、 両方のポート レッ ト を同じポータル ページに
追加し、 ブラウザでポータルを開いて、 一方のポート レッ トに追跡番号
「12345」 を入力して送信する と、 「12345」 に対する追跡情報が両方のポート
レッ トに表示されます。

13. LDAP V2 レルムのコンフ ィグレーシ ョ ンでは、 um:getParentGroupName 
タグが親を取得しない。 (CR078104)

LDAP V2 レルムのコンフ ィグレーシ ョ ンでは、 um:getParentGroupName タ
グが親グループの名前を取得しません。

14. Web サービスから操作を取得する と、 例外が発生する。 (CR078835)

Web サービスが Delphi で記述されている場合、 Web Services Portlet Wizard 
を使って WSDL に基づいてポート レッ ト を生成しよ う とする と、 例外が送
出されます。

15. Web Services Portlet Wizard の複数のインスタンスを同時に実行できない。
(CR078905)

Web Services Portlet Wizard の複数のインスタンスを同じマシン上で実行す
るこ とはできません。 

16.マップされたド ライブ上で稼働するサーバにホッ ト  デプロイできない。
(CR079356)

マップされたド ライブ上で稼働するサーバに対しては、 ホッ ト  デプロイを実
行できません。

17. LDAP レルム sampleportal の使用中にパスワードを変更する と、 実行時エ
ラーが発生する。 (CR079508)

LDAP レルムの使用中に sampleportal でパスワードを変更しよ う とする と、
実行時エラーが発生し、 適切な説明が示されません。

以下のエラー例を参照して ください。

<Oct 15, 2001 5:40:12 PM MDT> <Error> <Usermgmt> <Password change 
failed for

user testuser1>
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Runtime Error... 

Remote exception UserManager

Stack Trace... 

com.bea.p13n.appflow.exception.ProcessingException:Remote 
exception

UserManager at

com.bea.portal.appflow.processor.security.SetPasswordFormProcesso
r.setPassword(SetPasswordFormProcessor.java:145)

at. . . 

18.データベースのバージ ョ ンに関係なく、 Oracle Thin ド ラ イバの最新バー
ジ ョ ンを使用する必要がある。 (CR079799)

WebLogic Server には両方のド ライバ ク ラスが付属しており、 現在は Oracle 
817 がデフォルトです。 Oracle によれば、 データベースのバージ ョ ンに関係
なく、 Thin ド ラ イバの 「最新の」 バージ ョ ンを使用する必要があ り ます。 つ
ま り、 Oracle は、 Oracle 817 または Oracle 9i では最新の 9i Thin ド ラ イバの
使用を推奨しています。

19. コード移行ツールが、 あるク ラスによって行われるそのク ラスでのメ ソ ッ ド
呼び出しに不正な注釈を付ける。 (CR080129)

この問題は、 あるク ラスのメ ソ ッ ドが、 同じ ク ラスまたはそのク ラスがベー
スになっているク ラスの別のメ ソ ッ ドを呼び出している場合に発生します。
この呼び出しは、 「variableName.getValue()」 や
「ClassName.getValue()」 のよ う なタイプの呼び出しではなく、
「getValue()」 のよ う な単純なメ ソ ッ ド呼び出しによって行われます。 

コード移行ツールは、 「this.getValue()」 のよ う な呼び出しを正し く解釈
しますが、 このと き、 処理対象のファイルに存在するすべての implements 
文と  extends 文を見つけて、 そのク ラスの定義自体だけから派生しているも
のと見なします。 この想定は、 別のク ラスを継承する内部ク ラスが同じファ
イル内で定義されているよ う な場合には正し くあ り ません。 これらの文で任
意の種類のマップ エン ト リ を持つ最初のものは、 そのメ ソ ッ ドに対して必要
な注釈である と見なされます。 分析対象のソース  ファ イルの違いによ り、 こ
の問題の出現状況にはいくつかの種類があ り ます。

たとえば、 分析対象のク ラスが、 変更されたク ラスを継承している場合や変
更されたインタフェースを実装している場合、 またはマップ ファ イルで注釈
が必要と指定されているだけの場合でも、 この問題が発生する可能性があ り
ます。 メ ソ ッ ドがサブク ラスで定義されていて、 マップで実際に指定されて
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いるク ラスまたはインタフェースでは定義されていない場合でも、 そのメ
ソ ッ ドには常に注釈が付きます。

も う  1 つの例と して、 あるク ラスの中で定義されている内部ク ラスが、 移行
マップのいずれかで参照されているク ラスを継承または実装している場合に
も、 この問題が発生します。 次に示すのは、 この問題が発生する  Test ク ラ
スの一部です。

public class Test {
    public void testExtendsImplements() {
        class MinorCowboys extends Cowboys {
        }
        class HighSchoolCowboys extends nfl.dallas.Cowboys {
        }
        class Raiders implements Cowboys {
        }
        class MinorRaiders implements nfl.dallas.Cowboys {
        }
 ...
    public void testMethods() {
        Cowboys cowboys = new Cowboys();
        cowboys.pass(100,"HailMary");
        cowboys.run(100,"Middle");
        String s = Cowboys.getStadiumName();
        s = nfl.dallas.Cowboys.getStadiumName();
        int i = Cowboys.stadiumZipcode;
               testReturns();
    }
    public void testReturns() {
        class ReturnTest {
            public Cowboys getCowboys() {
                return new Cowboys();
            }
            public nfl.dallas.Cowboys getMoreCowboys() {
                return new Cowboys();
            }
            public FootballTeam getFootballTeam() {
                return (FootballTeam) new Object();
            }
        }
    }
}

Test ク ラスの testMethods() メ ソ ッ ドでは、 Test ク ラスの
testReturns() メ ソ ッ ドを呼び出しています。 マップでこのメ ソ ッ ドが参照
されていなくても、 または Test ク ラスが参照されていない場合でも、 この
メ ソ ッ ドには注釈が付く可能性があ り ます。 まず、 nfl.dallas.Cowboys が
コード  マップで参照されているものと します。 その場合、 Test ク ラスの先
頭近くにある、 nfl.dallas.Cowboys または Cowboys を継承または実装する
内部クラス定義のため、 コード移行ツールは、 誤って、 testReturns() が 
nfl.dallas.Cowboys ク ラスの一部であるものと判断します。 その結果、
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Test ク ラスの testReturns() メ ソ ッ ドには、 Cowboys ク ラスで指定されて
いるク ラス  レベルの注釈が付けられます。

20. コード移行ツールの 「外部ビューア」 機能が、 UNIX では使用できない。
(CR080150)

コード移行ツールでは、 「外部ビューア コマンド」 のボッ クスでテキス ト  エ
ディ タを指定するために、 外部ビューア機能を使用する必要があ り ます。
コード移行ツールの表示で移行対象ファ イルのいずれかをク リ ッ クする と、
指定したエディ タでファ イルが開かれます。 残念ながら、 UNIX ではこの機
能は使用できません。

21. Webflow ファ イルを削除する と、 E-Business Control Center のポート レッ
ト  エディ タ  ウ ィンド ウで Webflow が 「なし」 となっていても、 ポート レッ
ト  ファ イルは更新されない。 (CR080572)

E-Business Control Center の Portlet Wizard では、 Webflow 付きでポート
レッ ト を提供するよ うオプシ ョ ンを選択する と、 ポート レッ トは 
<webflow-filename>delete</webflow-filename> エン ト リで定義されま
す。 したがって、 Webflow は定義されます

E-Business Control Center で Webflow を削除し、 関連するポート レッ ト  エ
ディ タ  ウ ィンド ウを開く と、 Webflow の選択は 「なし」 と表示されます。 と
ころが、 portlet.xml ファ イルには 
<webflow-filename>delete</webflow-filename> エン ト リが残っていま
す。 この状態でポータルにアクセスする と、 例外が発生します。

22. 7.0 SP2 以降、 WebLogic Portal では Oracle 8.1.7 および Oracle 9i リ リース  
2 用の WebLogic jDriver をサポート しています。 7.0 SP2 をご使用の場合
は、パッチ CR088530 を BEA カスタマ サポートから入手して ください。 7.0 
SP2 よ り新しいサービス  パッ クをご使用の場合、 パッチは必要あ り ません。
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